
田

島

俊

雄

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一
課
題

二
食
料
需
給
の
現
状

三
農
産
物
流
通
・
価
格
政
策

付
価
格
政
策
に
つ
い
て
の
論
点

同
流
通
・
価
格
制
度
の
枠
組
み

臼
三
中
総
以
降
の
変
化

四
む
す
び
|
|
中
国
草
剤
許
画
に
お
け
る
食
料
・
農
業
政
策

課

題

商
品
生
産
と
し
て
の
農
業
は
、
①
生
産
者
の
数
が
多
い
、
②
生
産
に
要
す
る
時
聞
が
長
く
出
回
り
期
が
限
ら
れ
て
い
る
、
③
自
然
・

気
象
条
件
の
影
響
を
受
け
や
す
い
、

と
い
っ
た
性
格
を
も
っ
。
他
方
、
農
産
物
に
対
十
る
需
要
は
、
米
麦
の
よ
う
な
主
食
品
の
場
合
、

価
格
弾
力
性
が
低
く
、
逆
に
畜
産
物
の
よ
う
な
副
食
品
の
場
合
、
所
得
水
準
、
価
格
水
準
に
よ
っ
て
消
費
量
が
大
い
に
異
な
る
。
こ
う

し
た
こ
と
か
ら
、
農
業
恐
慌
や
ピ
ツ
グ
・
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
言
葉
に
代
表
さ
れ
る
上
う
に
、
農
産
物
の
市
場
お
よ
び
生
産
は
一
般
に

不
安
定
で
、
自
由
な
商
品
流
通
を
旨
と
す
る
資
本
主
義
経
済
に
あ
っ
て
も
、
こ
と
農
産
物
に
関
し
て
は
何
ら
か
の
形
で
流
通
・
価
格
の

統
制
が
行
な
わ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
。

他
方
、
指
令
的
な
計
画
指
標
に
も
と
づ
く
集
権
化
さ
れ
た
経
済
運
営
が
高
度
に
発
達
し
た
商
品
経
済
に
な
じ
ま
ぬ
も
の
で
あ
る
こ
と

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

六
五



ひ
る
が
え
っ
て
中
国
に
お
け
る
経
済
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
歴
史
的
に
は
ソ
連
・
東
欧
の
そ
れ
と
軌
を
一
に
し
て
行
な
わ
れ
、

そ

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

六
六

は
、
ソ
連
・
東
欧
の
社
会
主
義
に
お
い
て
は
も
は
や
常
識
化
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

こ
う
し
た
こ
と
の
反
省
の
上
に
行
な

わ
れ
た
経
済
改
革
も
、
多
く
は
既
存
の
制
度
の
壁
を
打
ち
破
る
こ
と
が
で
き
ず
中
途
半
端
に
終
わ
り
、

ま
た
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導

入
に
成
功
し
た
と
こ
ろ
で
も
、

イ
ン
フ
レ
を
は
じ
め
と
す
る
経
済
困
難
に
直
面
す
る
と
い
う
状
況
に
あ
る
。

の
後
の
中
ソ
対
立
を
へ
て
、
こ
れ
に
反
発
し
つ
つ
結
果
的
に
収
飲
す
る
形
で
展
開
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
社
会
主
義
下
に
お
け
る

価
値
法
則
の
作
用
を
め
ぐ
る
議
論
が
一
九
五
六
年
段
階
か
ら
始
め
ら
れ
、
以
後
商
品
生
産
の
位
置
づ
け
、

そ
れ
に
価
格
形
成
と
い
う
形

で
計
画
と
市
場
に
関
す
る
議
論
が
一
通
り
行
な
わ
れ
、
途
中
文
化
大
革
命
の
過
程
に
お
い
て
経
済
改
革
の
議
論
は
修
正
主
義
と
断
罪
さ

れ
た
も
の
の
、
今
日
に
お
い
て
は
再
び
改
革
論
議
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

最
近
の
中
国
の
経
済
政
策
は
、
「
調
整
」
、
「
改
革
」
と
い
う
こ
つ
の
言
葉
で
代
表
さ
れ
る
。

従
来
の
高
蓄
積
、

重
工
業
優
先
投
資
の

政
策
を
改
め
、
投
資
・
生
産
構
造
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
是
正
す
る
た
め
の
「
調
整
」
政
策
と
、
指
令
性
指
標
に
も
と
づ
く
集
権
的
な
計

画
経
済
を
モ
デ
ル
チ
ェ
ン
ジ
し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
と
り
入
れ
た
分
権
的
な
計
画
経
済
に
改
め
よ
う
と
す
る
「
改
革
」
政
策
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

一
方
で
賃
金
引
き
上
げ
、
農
産
物
生
産
者
価
格
引
き
上
げ
に
よ
る
農
家
所
得
の
引
き
上
げ
、

お
よ
び
消
費
財
産
業
へ
の
投

資
拡
大
を
通
じ
て
消
費
の
拡
大
を
は
か
り
、
他
方
、
生
産
単
位
・
企
業
単
位
の
自
主
権
拡
大
に
よ
っ
て
こ
れ
ら
の
積
極
性
を
高
め
、
さ

ら
に
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
経
済
全
体
の
有
機
的
連
闘
を
強
め
、
中
国
経
済
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
い
う
も
の

で
あ
る
。

(
2
)
 

と
は
い
え
、
「
調
整
」
、
「
改
革
」
の
政
策
は
か
な
ら
ず
し
も
整
合
的
な
内
容
と
な
っ
て
お
ら
ず
、

政
治
的
な
札
離
も
大
き
い
。

と
り

わ
け
一
連
の
「
改
革
」
政
策
は
、
分
権
化
に
と
も
な
う
計
画
外
投
資
の
増
大
、
物
価
上
昇
、
財
政
危
機
等
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
加
え



中国農業の中長期目標

出所:1) 国家統計局編『中国統計年鍵 1983~ (中国統計出版社， 1983年)， 158 
-161， 178， 181ページ.

2) 11中華人民共和国国民経済和社会発展第六個五年計画~ (人民出版社，
1983年)， 35， 36ページ.

3) 劉錫庚「談談農業翻丙番問題J(11農村工作透訊~ 1983年第4期).
注.糧食とは米，麦，雑穀および大豆，イモ類の総称.この場合，籾付の重量.

イモ類については重量5単位を糧食 l単位に換算する.

第 l表

て
集
権
的
経
済
体
制
の
下
で
の
既
得
権

益
の
壁
も
大
き
い
。

一
九
六

0
年
代
の

ソ
連
に
お
け
る
経
済
改
革
の
失
敗
の
例

も
あ
り
、

そ
の
前
途
は
予
断
を
許
さ
な

u、
。

こ
の
う
ち
農
業
に
つ
い
て
は
、

九

七
九
年
に
お
け
る
農
産
物
生
産
者
価
格

の
引
き
上
げ
、
前
後
す
る
作
付
強
制
・

供
出
ノ
ル
マ
の
一
部
緩
和
、
自
由
市
場

の
開
放
、

そ
れ
に
一
九
八

O
年
秋
以
降

本
格
化
し
た
、

い
わ
ゆ
る
生
産
責
任
制

(
個
別
請
負
制
)
の
導
入
、
さ
ら
に
は

今
後
進
展
す
る
で
あ
ろ
う
人
民
公
社
の

再
編
が
、
「
調
整
」
、
「
改
革
」
政
策
の

具
体
的
な
中
身
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
糧
食
の
消
費
者
価
格
を
据
え

置
き
つ
つ
農
産
物
価
格
全
般
を
引
き
上

六
七



農業科学院による農業生産の中長期見通し第 2表
(単位:万り

1979 2αJO 

糧 食 33，210 39，750 43，240 52，955 

綿 花 220 300 335 375 

食 用 油 195 310 325 800 

砂 糖 245 310 325 720 

肉 類 1，060 1，535 1，670 3， 140 

ss 類 2α〕 620 650 1，440 

乳 製 ロロロ 130 400 835 2，880 

魚 介 類 430 250 3α〕 425 

野 菜 10，480 14，800 15，550 14，400 

果 物 701 1，854 2，944 5，760 

1990 1985 

出所:Wu Daxin (呉大斯)，“Briefingon Agriculture of the People's Re-

public of Chinaヘherausgegebenvon Erwin M. Reisch， AgricuZtura 
Sinica， Berlin， 1982. 

六
八

げ
た
と
こ
ろ
の
価
格
政
位
果
、
全
体
的
な
統
制
緩
和
、

そ
れ
に
制
度
・
組
織

の
再
編
が
、
最
近
の
中
国
に
お
け
る
農
業
政
策
の
大
き
な
特
徴
と
い
え

る。

以
上
の
よ
う
な
「
調
整
」
、
「
改
革
」
政
策
を
前
提
に
、

は
西
暦
ニ

0
0
0年
を
目
標
と
し
工
農
業
生
産
札
艇
を
四
倍
増
さ
せ
る
長

さ
て

中
国
で

期
計
画
が
、
八
二
年
九
月
の
中
国
共
産
党
第
一
一
一
回
党
大
会
で
打
ち
出
さ

れ
て
い
る
。
長
期
計
画
の
具
体
的
な
中
身
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
と

こ
ろ
詰
め
た
議
論
が
行
な
わ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
く
、
内
容
は
か
な
ら

ず
し
も
明
確
で
な
い
が
、

農
業
に
関
し
て
は
第
1
、
2
表
の
よ
う
な
計
画

(

6

)

 

も
し
く
は
見
通
し
が
、
現
段
階
で
示
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
の
課
題
は
、
わ
れ
わ
れ
自
身
に
よ
る
中
国
農
業
の
中
長
期
展
望
を

試
み
る
前
段
と
し
て
、
申
e

固
に
お
け
る
食
料
需
給
の
現
状
と
、
こ
れ
ま
で

の
農
業
政
策
と
り
わ
け
流
通
・
価
格
政
策
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
中
長
期
目
標

で
示
さ
れ
た
数
字
、
お
よ
び
目
標
達
成
の
た
め
の
政
策
手
段
に
つ
い
て

吟
味
・
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
あ
る
。
こ
の
う
ち
目
標
数
字
の
吟
味
に
関

し
て
は
、
基
準
年
次
す
な
わ
ち
一
九
八

O
年
に
お
け
る
食
料
需
給
表
の
推

計
を
行
な
い
、

そ
れ
に
も
と
づ
く
日
本
と
の
比
較
と
い
う
形
で
数
字
の
現



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

六
九

実
性
・
整
合
性
に
つ
い
て
検
討
が
加
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
政
策
手
段
に
関
し
て
は
、
ま
ず
他
の
発
展
途
上
国
お
よ
び
先
進
国
の
農

業
政
策
と
の
比
較
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
中
国
の
農
業
政
策
の
特
徴
を
浮
き
ぼ
り
に
す
る
。
次
い
で
、
今
日
の
「
調
整
」
、
「
改
革
」

政
策
以
降
、
農
政
の
基
本
で
あ
る
流
通
・
価
格
制
度
が
い
か
な
る
問
題
に
直
面
し
て
い
る
か
明
ら
か
に
す
る
。

そ
し
て
こ
れ
ら
を
踏
ま

ぇ
、
中
長
期
の
展
望
に
関
し
て
示
さ
れ
て
い
る
農
業
政
策
の
問
題
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

注
(

l

)

論
争
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、

A

経
済
研
究
V

A

経
済
学
動
態
V

編
輯
部
編
『
建
国
以
来
政
治
経
済
学
重
要
問
題
争
論
。
ヱ
泊
、

t
s
g
)』
(
中
国

財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
八
一
年
)
に
詳
し
い
。

(

2

)

山
内
一
一
男
「
全
圏
人
民
代
表
大
会
に
見
る
当
面
の
経
済
問
題
」
(
『
中
国
経
済
』
一
九
八
三
年
七
月
号
)
参
照
。

(

3

)

中
国
で
は
米
麦
・
雑
穀
、
そ
れ
に
イ
モ
類
、
大
豆
の
流
通
が
基
本
的
に
統
制
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
糧
食
と
い
う
(
第
l
衰
の

注
釈
を
参
照
)
。

(

4

)

中
国
語
で
は
「
工
農
総
産
値
」
。
付
加
価
値
表
示
で
な
く
、
中
間
財
の
生
産
額
も
そ
の
ま
ま
計
上
さ
れ
る
た
め
、
多
重
計
算
は
避
け
ら
れ
な

ぃ
。
た
と
え
ば
農
村
に
お
い
て
飼
料
を
自
給
し
畜
産
を
行
な
う
場
合
、
飼
料
の
価
値
と
畜
産
物
の
価
値
は
二
重
計
算
さ
れ
る
。

(

5

)

胡
纏
邦
「
全
面
開
創
社
会
主
義
現
代
化
建
設
的
新
局
面
」
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
二
年
九
月
八
日
)
。

(

6

)

こ
の
う
ち
農
業
科
学
院
の
見
通
し
は
党
大
会
に
先
立
っ
て
発
表
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
か
な
ら
ず
し
も
四
倍
増
計
画
の
一
環
と
し
て
出
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
。食

料
需
給
の
現
状

一
九
七
六
年
の
「
四
人
組
」
失
脚
以
降
、

と
り
わ
け
都
小
平
を
事
実
上
の
指
導
者
と
す
る
現
体
制
の
成
立
す
る
七
八
年
末
以
降
、
中

国
で
は
そ
れ
ま
で
断
片
的
な
形
で
し
か
発
表
さ
れ
な
か
っ
た
統
計
資
料
が
数
多
く
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、
経
済
政
策
の
中
身
に
関
し

て
も
か
な
り
率
直
に
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
本
稿
の
記
述
も
基
本
的
に
こ
れ
ら
の
情
報
に
依
拠
す
る
も
の
で
あ
る



需給表(1980年り〉

減耗・在
純食料 l人あ

l 日あたり
庫変動お 粗食料歩留り

数量|熱量1-i山 i同構成よび残差
たり

比 く質比

(万 t) (万 t)' (%) 〈万 t)!(kg) (g) I (kcal) 1 (%) I (gLI (%) 

同 4J凶 32， (567) 24，331') 80.ヲ9) 19，684 1，989'0) 87.0 

(食「業用を
含む

130.611) 357.9 (0712) 4. 7 5.412) 9.4 

22613) 948121 212 2.2 6.0 5312) 2.3 0.0
13) 0.0 

1，09613) 70.014) 767 7.8 21. 3 741<) 3.2 3.013) 5.2 
(0915) 70.0'6) 76 0.8 2.1 4[6) 0.2 0.4'6)1 0.7 

0.6") 1.6 2'
7) 0.1 。目 417) 0.7 

2231!)1 89.014) 198 2.0 5.5 914) 0.4 O円| 1.2 

114') 100.0[4) 114 1.2 3.2 210) 0.1 0.1'0) 0.2 
23') 1αJ.018) 23 0.2 0.6 019) 0.0 0.019) 0.0 

45020) 52. 812) 238 2.4 6. 61 712)1 O. 31 1. 212)1 2. 1 

10.41 40川 1.710.0川 0.03.8') 

日 7 1 1∞O[ 57.3l∞O 
10) Ii'三訂日本食品標準成分表』科学技術庁資源局， 1963年，に示された品
目ごとの単位あたり栄養成分量に， 2)の糧食生産統計より計算した品目ご
との生産量比率をウエートとして乗じ〔トウモロコシ以外の雑穀について
はヂータの関係で除外)，糧食 l単位あたりの栄養成分量を求め， 1日あた
り供給量を導いた.
11) ので示された農家経済調査および家計調査の結果(後者の場合は 1981
年)を 5)の資料から導出される農業人口，非農業人口の比率でウエイト
し，人口 l人あたりの消費量を計算した.
(2) 細目が不明なため日本の『食料需給表昭和56年度』の大分類で示された
換算率を援用.

13) 前掲『中国統計年鑑 1981~ 439ページのデ-{>を粗食料とみなし(豚肉
消費量を豚・牛・羊肉生産量で吟味〕逆算した.人口についてはので修
正される前の数字9億 8，255万人を用いた.
14) 前掲『食料需給表昭和56年度』にもとづく. さ
15) 前掲『中国統計年鑑 1981.l1164ページの豚・牛・羊肉生産量のデータか ) 
ら本表の豚肉(粗食料〕を差しヨ!¥，、て求めた.

16) 牛・羊の分割が不可能なので， 10)の牛の数字で代替.
17) ニワトりとして計算.
18) 牛乳から類推.
19) 前掲『三訂日本食品標準成分表』にもとづく.
20) 飼料用が不明のため，生産量をそのまま用いた.



七

第3表中国の食料

人口 9億 8，705万人(1980年12月31日現在)')

国内 在庫 圏内
輸入量 輸出量 飼料用 種子用 加工用

種目・品目別 生産量 変動消費
仕向

〔万 t)1 (万 t) (万 t) (万 t) (万 t) (万 t)

1.糧 食 32，056')1 1，345' )1 162') 一 -1 5，0∞町 1，5006) 2505) 

うち集 体 29，000町 (iの他 ) 品工業
自留地 1，7553) 
国営農場 ヲ503) 1，250 

機関・団体 853) 

社隊企業そ 2463) 
の他

2. 野 菜

3.植物油脂

4. 肉 類

豚
羊 牛
家 禽

5. 鶏 卵
6. 牛乳および乳
製品
牛 114 
羊 23 

7. 水 産 450 

8. 砂

9. 合

注. 1) 中国の農業統計には年度のとり方が異なるものがある.本表は1980年と
表示された公表デ-?に基本的に依拠しているが，若干のタイムラグは避

けられない.

2) 国家統計局編『中国統計摘要1983~ 中国統計出版社， 1983年.
3) Ii'復印報刊資料農業経済JJ1981年第23期， 111ページ.ただし社隊企業
その他に誤差を含めた.

4) 国家統計局編『中国統計年鑑198U中国統計出版社， 1982年.
5) Ii'農業経済問題JJ1982年第7期， 74ページ.
6) Ii'紅旗JJ1ヲ80年 4期 7ページ.
7) 圏内生産量に純輸入を加え，飼料用，種子用，加工用，および粗食料を
除いた数字.

8) 5)で示された全国平均の「口糧J246.5kg (農業人口 252kg，非農業人
口21ヲkg)を原糧表示とみなし(農家経済調査および貿易糧表示のデータ
で吟味)，これに2)の段階で修正された表頭の人口数を乗じ導いた(平均
の「口糧」数が農家経済調査に依拠して算定されたとしづ判断による).

9) Ii'中国における資本蓄積機構JJ(岩波書庖， 1960年〉その他で石川滋が
用いている成品糧(食用樋)/原糧の換算係数をあてはめた(元4の出典は
黄敬修「試述根拠農家収支調査研究農戸収支及消費水平問題的方法JCIi'統
計工作JJ1957年，第10期J). ただしこの間糧食の品目構成が変化し，米・
小麦等のいわゆる「細糧」の割合が増えていることから，歩留りは逆に若
干低下しているものと思われる〔ちなみに，日本の農水省統計の場合，精
米/籾，小麦粉/輸入小麦はそれぞれO目77，0.78の比率で換算される).



第4表 カロリー供給・摂取量に関する数値
〈単位・キロカロロー〉

1952 

56/57 

59 

一一一一
科

見

・

η

一

業
院
し
給
取
一

農
学
通
供
摂
一

次
年
目
お
基
心
一

6
カ
画
値
び
値
取
一

第

5
計
標
よ
準
摂
一

計

町

一

惟

給

一

本

供

一

統
典
査

ρ
一

家

局

調

取

一

圏

計

型

摂

一

O
計

町

一

日

出

‘4A
M

除草

-

q

ν

F
捻

供

一

乙

司

E
量

〉

一

手
会
V
玉

Z

F

家
技
員
査
淑
一

国
学
委
調
領
一

ふ
t

一

一

言

一

E

一

閣
が
「
|
|
一

川

供

一

一

石

一

I

一

次

∞∞ 
つ
白
内
ノ
白

卯

印

1，9951 2， 109 

年

2，060 

65 

75-77平均

1，84012，150 

2，4811 2， 165 

78 2，311 

79 2，475 2，5071 2，113 

80 2，592 2，5141 2，084 

81 2，666 
1

2，520 

82 2，77ヲ

85 2，750 

85-90 

2αEコ 2，400 

出所:1) 石川滋「中国農業の生産・消費構造J(Ii経済研究』第 18巻第4号).
Iは糧食からのカロリー供給量， nは Iを全体の85.8%と仮定した場合
の総カロリー供給量.

2) 羅動相論文 CIi紅旗.ll1982年第B期).
3) F AO， Food Ba伽 ceSheets 1975-1977 Average and Per Caput 
Food Supplies 1961-19G5 Average 1967 to 1977， 1980. 
4) Ii紅旗.ll1983年第4期， 23ページ，および国家統計局編『中国統計年

鑑1983~ (中国統計出版社， 1983年)， 509ページ.
5) 第 3表参照.

6) Ii中華人民共和理圏民経済和社会発展第六個五年計画1981-1985.ll(人

民出版社， 1983年)， 149ページ.

7) Wu Daxin (呉大;肝)， 1前掲論文J.
8) 第 l図参照.なお日本の場合 4月 l日より翌年3月31日までの年度

で示される.

9) 厚生省『国民栄養の現状』各年版による.

注. カロリー供給については食料需給表に，カロリー摂取については栄養調査に

かかわる数字.
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F AO推計と中国側公表数字との異同(1975-77年平均〉

|単位 I F A 0推計|
千人 892，134')

千 t I 125，5∞ 
タ 47α)()

30，167 
12.167 

19，584 

2，492 

第5表

出所:FAO，前掲表および前掲『中国統計年鑑1983.!l， 103， 158， 160ページ.
注. 1) 年央の数字.

2) 年末の数字.

中国側公表数字

937，040') 

126，650 

45，590 

48，260 

7，050 
17，017 

2，622 

~ 

d診

人 口

籾生産量

小麦生産量

トウモロコシ生産量

大豆生産量

サトウキピ生産量

テソサイ生産量

~ 

多野

が
、
問
題
は
統
計
資
料
の
正
確
性
、

お
よ
び
打
ち
出
さ
れ
た
政
策
の
整
合
性
・
現
実
性

で
あ
る
。
過
去
の
農
業
政
策
を
評
価
し
将
来
の
展
望
を
行
な
う
た
め
に
は
、

そ
の
前
提

と
し
て
現
状
を
正
確
に
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
そ
の
点
、

中
国
の
公
表
デ

l
タ
は
こ
れ
ま
で
生
産
の
側
に
著
し
く
偏
在
し
、
流
通
お
よ
び
消
費
に

か
か
わ
る
情
報
は
ほ
と
ん
ど
一
万
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
最
近
で
こ
そ
家
計
調
査
、

農
家
経
済
調
査
、
栄
養
調
査
等
、

後
者
の
側
面
に
関
す
る
も
の
も
公
表
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
が
、

そ
れ
と
て
も
農
産
物
の
需
給
関
係
を
総
括
す
る
よ
う
な
形
で
与
え
ら
れ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。

第
3
表
は
生
産
、
消
費
両
サ
イ
ド
に
わ
た
る
中
国
側
公
表
数
字
に
依
拠
し
、

か
つ
日

本
と
の
比
較
を
念
頭
に
日
本
の
食
品
標
準
成
分
表
に
も
と
づ
き

一
九
八

O
年
時
点
で

の
中
国
に
お
け
る
食
料
需
給
の
状
況
を
推
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
第
4
表
で
は

こ
れ
と
比
較
す
る
意
味
で
、
こ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
カ
ロ
リ
ー
供
給
も
し
く
は
摂
取
量

お
よ
び
中
国
側
の
公
表
値
・
目
標
値
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
第

3
表
で
算
定
さ
れ
た
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
の
推
計
値
と
第
4
表
で
示
さ
れ
た
数
字
と
の
関

に
関
す
る
推
計
値
、

係
は
次
の
と
お
り
。

ま
ず
F
A
O
の
推
計
は
、
統
一
し
た
基
準
で
作
ら
れ
た
世
界
二
ハ
八
カ
国
に
関
す
る

食
料
需
給
表
の
う
ち
、
中
国
を
対
象
と
す
る
表
に
示
さ
れ
た
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
で
あ
る
。

七



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

七
回

そ
の
後
中
国
で
公
表
さ
れ
た
基
準
年
次
の
人
口
統
計
・
農
産
物
生
産
統
計
等
か
ら
判
断
し
(
第
5
表
参
照
)
、

信
頼
性
に
劣
る
と
判
断
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
次
に
、
国
家
統
計
局
の
数
字
と
第
六
次
五
カ
年
計
画
の
目
標
値
は
、
基
本
的
に
同
系
列
に

し
か
し
、

こ
の
推
計
は

属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
都
市
・
農
村
家
庭
に
対
す
る
「
典
型
調
査
」
(
記
帳
能
力
を
条
件
と
十
る
有
意
抽
出
と
考
え
ら
れ
る
)
に
も

そ
の
代
表
性
に
つ
い
て
は
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
ま
た
、

と
づ
く
も
の
で
あ
り
、

こ
こ
で
掲
げ
ら
れ
た
最
近
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
お
よ

び
わ
れ
わ
れ
が
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
中
国
の
食
生
活
の
水
準
と

」
こ
数
年
の
日
本
に
お
け
る
同
様
の
数
字
お
よ
び
日
本
人
の
食

生
活
の
内
容
と
比
較
し
て
考
え
れ
ば
、
国
家
統
計
局
お
よ
び
第
六
次
五
カ
年
計
画
の
数
字
に
は
、
栄
養
換
算
の
基
準
を
含
め
、
問
題
が

少
な
か
ら
ず
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
、
石
川
推
計
、
国
家
科
学
技
術
委
員
会
の
公
表
数
字
、
本
推
計
、

そ
れ
に
農
業
科
学
院
の
見
通
し
は
、
基
本
的
に
符
合

す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
国
家
科
学
技
術
委
員
会
の
数
字
は
栄
養
調
査
に
も
と
づ
〈
も
の
、
農
業
科
学
院
の
数
字
は
前
章

で
み
た
中
長
期
の
農
業
見
通
し
に
お
い
て
、
農
産
物
の
需
給
両
面
に
わ
た
る
検
討
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
に
関

し
で
は
F
A
O
の
推
計
と
異
な
り

(
3〉

う
に
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
否
定
す
る
根
拠
も
な
く
、
逆
に
支
持
す
る
内
容
の
記
述
が
以
下
の
引
用
の
よ

「
わ
が
国
の
人
口
一
人
あ
た
り
一
日
平
均
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
は
、
世
界
の
平
均
で
あ
る
一
一
二

0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
近
く
、
都

市
住
民
の
場
合
に
は
基
本
的
に
需
要
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
る
が
、

一
部
の
農
村
地
域
に
つ
い
て
は
熱
量
不
足
の
感
が
否
め
な
い
。

総
カ
ロ
リ
ー
量
に
占
め
る
動
物
性
食
品
の
比
重
は
五
%
に
満
た
な
い
も
の
と
推
計
さ
れ
る
。
」

市
住
民
に
つ
い
て
の
食
料
供
給
量
、

さ
て
、
前
出
第
3
表
の
推
計
が
お
お
む
ね
全
国
平
均
の
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
同
様
に
し
て
推
計
さ
れ
た
第
6
表
の
都

(
4〉

お
よ
び
第
一
図
に
示
し
た
戦
後
の
日
本
に
お
け
る
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
の
推
移
と
比
較
し
て
、
次
の



都市住民の l人あたり食料供給量推計口 (1981年〉第 6表

?ら

64.5 

12.1 

0.2 

12.5 

1.7 

2.5 

3.0 

3.6 

0.0 

たんぱく質

g 1 % 

t.:. 

量

g ?ら

日

1，471 

127 

118 

163 

ヲ

7 

21 

11 

31 

あ

熱量数歩留り

kcal (g) (%) 

糧食

野菜

食用植物油

豚肉

牛・羊肉

家禽

0.89 

0.53 

卵

介

家
庭
に
対
す
る
供
給
量

類

糖

魚

砂

100 52.9 IOC 1，958 計

62.5 

出所 n981年城市職工家庭収支抽様調査資料J(国家統計局編『中国統計年鑑
1981.!l，中国統計出版社， 1ヲ82年).

注. 1) 推計方法については第3表参照.

2) 食品購入支出のうち「糧食J["副食」の項を家庭における消費とし， ["そ
の他の食品」の項を外食とみなし，支出金額をウエートとして計算した.

2，313 外食を含む供給量。

こ
と
刊
か
い
え
よ
う
。

(1) 

一
九
入

O
、
八
一
年
で
都
市
住
民
に
対
す
る

カ
ロ
リ
ー
供
給
量
に
大
差
な
い
と
す
れ
ば
、
農

付
に
お
け
る
八

O
年
段
階
で
の
供
給
量
は
お
お

む
ね
一
一
一
一
八

0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
と
な
る
。

(2) 

八

O
年
の
糧
食
需
給
に
お
い
て
、
在
庫
積
増

指し
惜も
しし
みく
は
退農
蔵家
が
あ生
つ産
た隊
可レ
能べ
性 yレ
カ2 に
あお
とtとけ
》る

(3) 

平
均
と
し
て
の
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
は
日
本
の

一
九
五

0
年
代
末
程
度
の
水
準
に
あ
る
が
、

で

ん
粉
質
(
糧
食
)
の
割
合
は
当
時
の
日
本
よ
り

も
高
く
、

そ
の
比
率
は
一
九
三
四

t
一
ニ
八
年
平

(4) 

均
の
日
本
の
数
字

近
U、

カ
ロ
リ
ー
需
要
量
は
所
得
水
準
の
向
上
に
と

も
な
い
、
今
後
も
引
き
続
き
上
昇
す
る
こ
と
に

な
ろ
う
が
、

そ
の
場
合
に
動
物
性
食
品
の
比
重

が
ふ
え
、
た
ん
白
質
に
対
す
る
需
要
が
増
大
す

七

五



日本におけるカロリー供給量の推移第 l図
kcaI/人・日

2，500 

一全力ロリー供給量
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出所Ii食極需給表戦前(昭和 9-13年〉平均および昭和 26-38年度JJ (農林

省大臣官房調査課. 1964年).

『食料需給表 昭和46年度~ (農林大臣官房調査課， 1973年).

「食料需給表 昭和56年度j](農林水産犬臣官房調査課， 1983年).

なお， 1ヲ54年以前と55年以降では，作物統計のとり方に統計上の断層があ

るため連続しない.

80 '1'-1主75 70 65 60 55 

七
六

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
第
7
表
は
農
家
経
済
調
査

(
中
国
語
で
は
「
農
民
家
庭
収
支
抽

様
調
査
」
)
に
も
と
づ
き

農
家
に

お
け
る
消
費
支
出
全
般
と
食
料
支
出

の
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
前

者
に
占
め
る
後
者
の
割
合
は
、

い
ず

れ
の
年
次
に
お
い
て
も
五

O
I
六
O

%
台
と
高
く
、
時
系
列
デ
l
タ
(
名

目
価
格
)
に
も
と
守
つ
い
て
計
算
さ
れ

弾た
性農
値家
はに
O お
け
九る
六食
程料
度消
と費
な(の
りε支
出

高
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

食
料
支
出
に
占
め
る
主
食
の
割
合
は
、

第
二
図
の
省
別
ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ

ン
・
デ

l
タ
を
近
接
地
域
で
比
較
し

た
場
合
、
食
料
支
出
が
低
水
準
で
主



1982 

220.23 

133.20 

60.48 

第7表

出所:国家統計局編『中国統計摘要1983~ (中圏統計出版社.1983年).85ページ.

農家における食料消費の傾向第8表
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う

単

す

・
ぃ
本
さ
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ジ

を

基

を

お

日

目

卯

初

回

心

一

一

食

の

麦

7
0
1
2
.
ι
α
α
円

山

門

凶

l

一

ベ

糧

め

小

お

日

比

日

一

位

の

た

・

一5
付

の

米

一n
b
籾

収

ち

つ1
1
1
1

川
川
パ
川
:
川
U
Jペ
一

回

の

徴

わ

1

一

デ

E

2

a

t

V

2

2

一

円

と

税

な

明

-

G

n

G

1

5

0

0

n

u

O

L

一
鑑
あ
物
す

れ
一

2

1

1

一
年
た
現

一

一

計

し

は

食

l

l

一f
i
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1
1
l
l
1
i
l
l
-
一
統
燥
味
糧

国

乾

意

の

中

・

の

外

『

穀

来

以

掲

脱

本

穀

前

雑、Eノ、
)
J

V
A
n
J
&
 

伊
附
川
河

-
Fト
』

g出

注

1982 

260 

192 

132 

3.43 

9:05 

0.78 

1. 43 

1. 32 

1. 19 

2.73 

1981 

256 

173 

124 

3.13 

8.71 

0.71 

1. 25 

1. 28 

1.10 

2.32 I 

1980 

257 

163 

127 

2.49 

7.75 

0.66 

1. 20 

1.10 

1. 06 

1.8ヲ|

1979 

食(原糧)1)

ち細糧2)

菜

?由

類

禽

類

類

糖

用

介

酒

炉
内
ノ

糧

野

食

肉

家

卵

魚

砂

食
費
の
割
合
が
高
い
段
階
、
主
食
の
消
費

量
が
ピ

l
ク
に
達
し
た
段
階
で
状
況
は
異

な
る
よ
う
で
あ
る
が
、
全
般
的
に
低
下
傾

向
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
主
食
の
消
費
量

は
第
8
表
に
み
ら
れ
る
よ
う
に

八
O
年

代
に
は
い
り
全
体
と
し
て
頭
打
ち
の
よ
う

で
あ
る
が
、
「
細
糧
」
す
な
わ
ち
米
・
小

麦
の
消
費
が
増
え
、
雑
穀
・
イ
モ
類
の
消

費
は
減
退
し
て
い
る
模
様
で
あ
る
。
ま
た

畜
産
物
の
消
費
は
明
ら
か
に
増
大
傾
向
に

あ
る
。他

方
、
都
市
住
民
の
家
計
に
つ
い
て
は
、

第
9
表
で
示
し
た
よ
う
に
所
得
(
可
処
分

所
得
)
階
層
が
上
が
る
に
つ
れ
消
費
性
向

は
低
下
す
る
が
、
全
体
と
し
て
所
得
に
占

め
る
消
費
支
出
の
比
率
は
か
な
ら
ず
し
も

〈

7
)

高
く
な
い
。
し
か
し
消
費
支
出
に
占
め
る

七
七



第2図省別にみた農村における食料支出・主食費・副食費の関係 (1981年〕

訓良質(元/人・年)

しも

150 

90 

80 

70 

60 

140 

50 

40 

30 

100 

40 

七
八

出所:国家統計局『中国統計年鑑1981J](中国統計出版社， 1982年)， 435ページ.

注.斜線は主食費・副食費の合計金額の水準をあらわず.



七
九

第9表都市住民の家計状況 (1982年〉
(単位:元/人・月〉

世帯員 l人あたり lカ月平均の可処分所得

平均
お元以下120-25125-35135-叶50吋 01日元以上

所 得 44.61 19.27 24.70 33.45 44.87 58.09 73. 14 

消費支出 39.25 18.97 22.42 30.17 39.46 49.91 61. 84 

(所得に占める割合?の (88.0) (98.4) 〈ヲ0.8)(90.2) (87.9) (85.9) (84.6) 

うち食料費 23.02 11.ヲ7 14.33 18.36十 23.121 28. 35 34. 14 

(所得に占める割合?の (51. 6) (62.1) (58.0) (54.ヲ) (51.5) (48.8) (46.7) 

(消費支出に タ (58.6) (63.1) (63.9) (60.9) (58.6) (56.8) (55.2) 

糧 食 費 5.06 4.38 4.32 4.60 5.08 5.61 6.41 

(糧食消費量kgf月) (12.05) (11. 70) (11. 37) (11.59) (11.73) (12.94) (14.69) 

冨I 食 費 12.58 5.56 7.34 9.95 12.55 15.68 18.93 

出所:前掲『中国統計年鑑1983~ 493， 494， 496ページの資料を引用，計算.

第 10表都市住民の食料消費状況 (1ヲ82年〉
(単位:kg/人・年〉

世帯員 1人あたり lカ月平均の可処分所得
平均
20元以下|ぉ-251 25-35 1 35-50 1 50-60 1日元以上

140.43 136.49 13ヲ.11 140.78 155.32 176.31 

野菜 159.08 123.96 138.81 146.18 156.95 181. 25 212.66 

食用植物油 5.78 3.96 4.70 5.21 5.78 6.55 7.51 

豚 肉 16.85 6.65 9.84 13.84 16.74 21. 56 25.91 

牛・羊肉 1. 82 1. 03 1. 04 1. 37 1. 90 2.30 2.69 

家 禽 2.26 0.20 0.67 1. 30 2.29 2.99 3.98 

!is 類 5.88 1. 67 3.02 4.53 6.13 7.43 8.92 

魚 ダト 類 7.67 2.83 4.10 6. 12 7.82 9.40 10.99 

砂 糖 2.80 1. 31 1. 85 2.36 3.25 3.77 

酒 4.48 1. 17 2.61 3.27 4.43 6.13 6.91 

出所:前掲『中国統計年鑑1983Jj， 496ページ.



4
表
で
示
さ
れ
た
西
暦
二

0
0
0年
に
お
け
る
カ
ロ
リ
ー
供
給
目
標
二
四

0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
公
衣
で
は
示
さ
な
か
っ
た
が
、

」
の
ほ

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

i¥ 
O 

食
料
支
出
の
割
合
は
、

全
階
層
平
均
で
五
八
・
六
(
一
九
八
一
年
の
場
合
は
五
六
・
(
切
)
%
と
高
い
水
準
に
あ
る
。
ま
た
食
料
消
費
の

支
出
弾
性
値
は
い
ず
れ
の
階
層
聞
に
お
い
て
も

0
・
九
五
以
上
と
計
算
さ
れ
る
な
ど
、
所
得
も
し
く
は
消
費
支
出
の
増
大
に
と
も
な
い
、

今
後
と
も
食
料
消
費
の
高
い
成
長
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
糧
食
消
費
に
関
し
て
は
、
消
費
額
・
消
費
量
と
も
二

O
t
二
五
元
の
所

(

9

)

 

得
階
層
が
最
低
で
あ
る
が
(
第
叩
表
参
照
)
、
そ
の
絶
対
量
は
七
八
年
を
境
に
全
体
と
し
て
減
少
傾
'
向
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
こ
こ

〔
問
)

か
ら
、
少
な
く
と
も
雑
穀
・
イ
モ
類
の
場
合
、
都
市
・
農
村
を
問
わ
ず
直
接
消
費
に
関
し
て
は
劣
等
財
化
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
る
。

一
方
、
都
市
の
畜
産
物
消
費
は
、
所
得
階
層
が
上
昇
す
る
に
と
も
な
い
大
き
く
増
大
し
て
い
る
。

さ
て
、
以
上
の
情
報
は
食
料
需
給
表
等
の
検
討
か
ら
得
ら
れ
た
見
通
し
を
基
本
的
に
補
強
す
る
性
格
の
も
の
で
あ
る
が
、
改
め
て
確

認
す
べ
き
点
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
ろ
う
。

)
 

4
E
A
 
(
 
少
な
く
と
も
都
市
に
お
い
て
、
消
費
性
向
は
か
な
ら
ず
し
も
高
く
な
い
。

(2) 

し
か
し
都
市
・
農
村
を
問
わ
ず
所
得
も
し
く
は
消
費
支
出
に
占
め
る
食
料
支
出
の
割
合
が
高

ω、
か
つ
弾
性
値
も
高
い
。

(3) 

所
得
階
層
の
い
か
ん
で
は
今
後
糧
食
の
消
費
が
伸
び
る
世
帯
も
あ
る
が
、
都
市
・
農
村
を
間
わ
ず
食
料
に
対
す
る
需
要
は
一
般

に
副
食
の
側
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

(4) 

雑
穀
・
イ
モ
類
の
場
合
、
直
接
消
費
に
関
し
て
は
す
で
に
劣
等
財
化
し
て
い
る
が
、

米
・
小
麦
の
場
合
、
現
状
の
価
格
水
準
の

下
、
所
得
の
増
大
に
と
も
な
い
今
後
と
も
消
費
が
拡
大
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
、
本
節
で
試
み
た
食
料
需
給
の
推
計
を
前
提
と
す
れ
ば
、
前
出
第
2
表
お
よ
び
第
4
表
で
示
し
た
農
業
科
学
院
に
よ
る
中
長
期

見
通
し
は
、
第
六
次
五
カ
年
計
画
に
比
べ
現
実
の
農
産
物
需
給
を
よ
り
正
確
に
踏
ま
え
、
策
定
さ
れ
た
も
の
と
評
価
で
き
る
。
こ
の
第



か
に
た
ん
白
質
七
二
グ
ラ
ム
、
脂
質
七
三
グ
ラ
ム
、

カ
ロ
リ
ー
供
給
量
に
占
め
る
穀
類
の
割
合
五
五
%
、
た
ん
白
質
供
給
量
に
占
め
る

動
物
性
食
品
の
割
合
二
三
%
と
い
っ
た
目
標
が
農
業
科
学
院
の
見
通
し
で
は
示
さ
れ
て
い
る
)
を
過
去
の
日
本
の
実
績
に
照
ら
し
て
吟

味
す
る
と
、
次
の
よ
う
な
問
題
点
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

す
な
わ
ち
日
本
の
場
合
、
二
四

0
0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
の
水
準
を
越
え
た
の
は
一
九
六
三
年
か
ら
六
四
年
に
か
け
て
で
あ
り
、
六
四
年

の
段
階
で
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
に
占
め
る
穀
物
の
割
合
は
五
九
%
(
糧
食
の
場
合
は
六
九
%
)
、
た
ん
白
質
供
給
量
は
七
一
・
三
グ
ラ
ム
、

脂
質
三
八
・
三
グ
ラ
ム
で
あ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
六
三
年
の
数
字
で
あ
る
が
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
日
本
の
一
人
あ
た
り
国
民
所
得
は

(ロ〉

六
O
八
ド
ル
(
七
五
年
価
格
の
米
ド
ル
に
換
算
)
で
あ
り
、
他
方
、
中
国
の
西
暦
二

0
0
0年
に
お
け
る
一
人
あ
た
り
の
国
民
所
得
に

(

日

)

八
二
年
一
一
月
の
段
階
で
一
一
一

O
O元
(
約
六
一
ニ

0
ド
ル
〉
と
い
う
目
標
数
字
が
示
さ
れ
て
い
る
。

つ
い
て
は
、

以
上
か
ら
第
一
に
、
農
業
科
学
院
に
よ
る
二

0
0
0年
見
通
し
の
数
字
は
そ
れ
自
体
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
も
の
で
あ
り
、

か
つ
結
果

的
で
は
あ
る
が
所
得
目
標
と
も
整
合
す
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
現
在
の
消
費
性
向
お
よ
び
食
料
消
費
の
支
出
弾
性
値
、

そ
れ
に
食
生

活
の
相
違
に
鑑
み
、
現
状
の
個
人
貯
蓄
率
の
維
持
の
み
な
ら
ず
何
ら
か
の
形
で
の
消
費
抑
制
を
前
提
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
数
字
、

あ
る

い
は
消
費
者
価
格
引
き
上
げ
を
結
果
的
に
見
込
ん
だ
数
字
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
農
業
科
学
院
の
見
通
し
が
現
状
の

カ
ロ
リ
ー
供
給
量
を
ど
の
程
度
と
押
え
て
い
る
か
定
か
で
な
い
が
、
第
3
表
の
推
計
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
高
度
成
長
の
過
程
に
お

い
て
日
本
が
五
年
程
度
で
実
現
し
た
食
料
供
給
の
改
善
を
二

O
年
か
け
て
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
た
こ
と
か

ら
も
農
業
科
学
院
の
ニ

0
0
0年
見
通
し
は
、
若
干
控
え
め
な
数
字
と
の
感
は
否
め
な
い
。
第
l
表
で
示
し
た
行
政
レ
ベ
ル
の
二

0
0

O
年
目
標
の
場
合
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
日
本
の
場
合
は
前
述
の
ご
と
く
、

五
九
年
段
階
で
非
で
ん
粉
質
の
消
費
水
準
は
八

O
年
時
点
で
の
中
国
よ
り
も
は
る
か
に
高
く
、
比
較
す
る
な
ら
ば
戦
前
か
ら
六
0
年
代
半
ば
に
か
け
て
の
日
本
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

中
国
の
食
料
品
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

八



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

八

か
と
も
あ
れ
、
こ
こ
か
ら
第
二
に
、
全
体
の
数
字
は
控
え
目
で
は
あ
る
が
、
カ
ロ
リ
ー
供
給
量
の
改
善
と
並
行
し
て
見
込
ま
れ
る
栄
養

と
り
わ
け
動
物
性
食
品
を
主
と
す
る
非
で
ん
粉
質
供
給
量
の
増
大
が
い
さ
さ
か
急
激
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
い
う

印
象
を
い
だ
か
ざ
る
を
え
な
い
。
高
度
成
長
の
過
程
で
日
本
が
、
米
の
自
給
を
達
成
す
る
一
方
で
大
量
の
飼
料
用
穀
物
を
輸
入
せ
ざ
る

バ
ラ
ン
ス
の
改
善
、

を
え
な
く
な
っ
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
。
全
体
的
に
消
費
抑
制
的
な
食
料
需
給
が
考
え
ら
れ
て
い
る
と
し
て
も
食
物
構
成
い
か
ん
に

よ
っ
て
は
糧
食
生
産
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
に
な
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
食
生
活
が
徐
々
に
高
度
化
す
る
な
か
、
副
食
品
な
か
ん
ず
く
畜
産
物
の
消
費
増
大
が
予
想
さ
れ
、
間
接
消
費
も
含
め

た
糧
食
国
内
消
費
の
拡
大
が
不
可
避
な
状
況
の
下
、
政
策
当
局
と
し
て
は
こ
れ
ら
の
生
産
の
み
な
ら
ず
、
所
得
政
策
、
消
費
(
貯
蓄
)

政
策
、
代
替
消
費
財
の
生
産
政
策
、

そ
れ
に
価
格
政
策
を
含
め
、
整
合
的
な
農
業
政
策
の
立
案
に
迫
ら
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注
(

l

)

こ
の
点
に
関
し
て
は
田
島
稿
「
中
国
の
食
料
需
給
表
(
F
A
O
推
計
)
に
つ
い
て
」
(
『
ア
ジ
ア
経
済
旬
報
』
一
九
入
三
年
入
月
上
・
中
旬

号
)
、
お
よ
び
今
岡
日
出
紀
「
食
糧
需
給
表
推
計
|
F
A
O
生
産
統
計
の
吟
味
」
(
『
最
近
の
中
国
の
農
業
生
産
動
向
と
牧
畜
、
林
業
、
漁
業
の

現
状
』
、
日
中
経
済
協
会
、
一
九
七
八
年
)
に
詳
し
い
。

(

2

)

第
六
次
五
カ
年
計
画
の
策
定
に
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
国
務
院
技
術
経
済
研
究
中
心
(
セ
ン
タ
ー
)
の
研
究
者
に
対
し
、
八

三
年
八
月
に
筆
者
が
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
F
A
O
推
計
を
裏
づ
け
に
「
典
型
調
査
」
の
数
字
を
引
き
伸
ば
し
、
第
六
次
五
カ
年
計
画
に
お

け
る
カ
ロ
リ
ー
摂
取
量
の
目
標
数
字
が
設
定
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

(

3

)

陳
道
「
関
於
肉
類
供
需
問
題
的
一
些
一
認
識
」
(
『
畜
牧
業
経
済
研
究
|
全
国
第
二
次
畜
牧
業
経
済
理
論
討
論
会
論
文
集
』
、
中
国
社
会
科
学
出

版
社
、
一
九
八
二
年
)
。
な
お
、
こ
の
論
文
は
中
国
に
お
け
る
ピ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
の
存
在
を
明
確
に
指
摘
し
た
も
の
と
し
て
重
要
で
あ
り
、

後
に
詳
し
く
触
れ
る
。

(

4

)

園
、
民
族
に
よ
っ
て
食
習
慣
が
異
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
栄
養
摂
取
・
食
料
供
給
の
水
準
を
も
っ
て
食
料
消
費
の
段
階
を
議
論
す



る
こ
と
に
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
ろ
う
。
そ
の
点
、
民
族
構
成
の
面
か
ら
、
む
し

ろ
台
袴
に
つ
い
て
の
数
字
と
の
比
較
を
行
な
う
べ
き
で
あ
る
が
、
下
表
で
示
す
よ
う

に
台
湾
の
食
料
需
給
表
で
一
不
さ
れ
た
時
系
列
の
カ
ロ
リ
ー
供
給
の
数
字
は
年
に
よ
っ

て
パ
ラ
つ
き
が
あ
る
。
ま
た
カ
ロ
リ
ー
換
算
の
基
準
と
な
る
食
品
成
分
表
に
つ
い
て

は
未
見
の
た
め
、
本
稿
で
は
比
較
を
断
念
し
、
日
本
の
食
品
標
準
成
分
表
に
の
っ
と

り
、
中
国
の
食
料
需
給
表
を
推
計
し
、
日
本
と
の
比
較
を
試
み
た
。

(

5

)

本
来
の
食
料
需
給
表
で
は
在
庫
変
動
を
計
上
し
た
上
で
圏
内
消
費
仕
向
量
お
よ
び

そ
の
内
訳
を
算
定
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
本
表
で
は
資
料
の
制
約
か
ら
、
園
内
消
費

仕
向
け
の
う
ち
の
減
耗
と
在
庫
変
動
を
一
括
し
て
残
差
項
と
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち

減
耗
は
日
本
の
例
な
ど
か
ら
し
て
も
園
内
消
費
仕
向
量
の
せ
い
ぜ
い
数
民
円
で
あ
る
。

飼
料
用
・
種
子
用
の
数
字
は
明
ら
か
に
概
数
で
あ
り
、
多
少
の
誤
差
は
免
れ
な
い
。

そ
れ
に
し
て
も
残
差
す
な
わ
ち
糧
食
の
減
耗
・
在
庫
変
動
の
項
が
異
常
に
大
き
い
点

が
、
率
直
に
い
っ
て
第
3
表
の
推
計
の
最
大
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
他
の
項
の
資

料
が
基
本
的
に
正
し
い
と
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
在
庫
の
積
み
増
し

が
あ
っ
た
と
説
明
づ
け
る
の
が
適
当
と
判
断
さ
れ
る
。
そ
の
場
合
、
行
論
か
ら
明
ら

か
な
よ
う
に
農
家
も
し
く
は
生
産
隊
に
よ
る
売
り
惜
し
み
と
い
う
形
で
現
わ
れ
、
国

家
レ
ベ
ル
に
お
け
る
備
蓄
と
い
う
形
に
は
な
っ
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。

(

6

)

一
九
八
二
年
以
降
、
飯
米
評
価
の
方
式
が
変
わ
っ
た
た
め
、
食
料
支
出
、
消
費
支

出
の
と
り
方
に
統
計
上
の
断
層
が
み
ら
れ
る
(
田
島
稿
「
中
国
に
お
け
る
飯
米
分
配

価
格
引
上
げ
の
意
味
す
る
も
の
」
〔
『
ア
ジ
ア
経
済
旬
報
』
一
九
八
三
年
二
月
上
旬
号
〕

参
照
)
。
こ
こ
で
は
一
九
八
一
年
以
前
の
デ
ー
タ
に
か
か
わ
る
弾
性
値
を
試
算
し
た
。

(

7

)

大
川
一
司
・
甫
亮
進
『
近
代
日
本
の
経
済
発
展
|
「
長
期
経
済
統
計
」
に
よ
る
分

析

l
』
(
東
洋
経
済
新
報
社
)
、
一
九
七
五
年
、
五
七
六
ペ
ー
ジ
、
付
表
5
参
照
。
な

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

台湾における l人 l日あたりカロリー供給量
(単位:キロカロりー)

lカロリー 11 "'" ，L.. 1カロリー 11 A- ，.L.. 1カロリ ;11if ~ I 
供給量11 年次|供給量11年次[供給量11年次!供給量次

1935-39平均 1，865 53 2，283 63 2，297 I! 73 2，706 

40-41 1，693 54 2，176 64 2，335 74 2，733 

45 1，277 55 2，218 65 2，381 75 2，672 

46 1，748 56 2，233 66 2，403 76 2，719 

47 1，843 57 2，340 67 2，474 77 2，752 

48 1，911 58 2，328 68 2，509 78 2，767 

49 59 2，308 69 2，605 79 2，790 

50 2，057 60 2，360 70 2，625 80 2，755 

51 2，069 61 2，401 71 2，636 

52 2，078 62 2，288 72 2，697 

年

^ 

出所:行政院農業発展委員会の資料による.
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八
四

お
農
家
に
つ
い
て
は
自
営
部
門
に
対
す
る
投
資
等
の
数
字
が
一
万
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
確
な
消
費
性
向
は
不
明
で
あ
る
が
、
農
家
所
得
に
占
め
る

消
費
支
出
の
割
合
は
以
下
の
と
お
り
(
後
掲
第
幻
表
参
照
)
。

一

九

七

八

年

八

六

・

九

%

一

九

七

九

年

八

四

・

O

%

一

九

八

O

年

八

四

・

O

%

一

九

八

一

年

八

五

・

四

%

こ
の
八
一
年
の
値
よ
り
導
か
れ
る
個
人
貯
蓄
率
に
つ
い
て
香
西
泰
は
、
「
日
本
の
高
度
成
長
初
期
の
計
数
よ
り
高
い
と
い
え
る
か
も
し
れ
な

い
」
と
し
て
い
る
(
『
季
刊
現
代
経
済
』
第
五
六
号
、
一
九
八
三
年
一
二
月
、
一
五

0
ペ
ー
ジ
)
。

(

8

)

国
家
統
計
局
編
『
中
国
統
計
年
鑑
一
九
八
一
』
(
中
国
統
計
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
、
四
二
八
、
四
二
九
ペ
ー
ジ
。

(
ヲ
)
「
討
論
農
業
如
何
貫
徹
，
以
計
画
経
済
為
主
、
市
場
調
節
為
抽
判
4

的
方
針
」
(
『
農
業
経
済
問
題
』
一
九
八
二
年
第
七
期
)
。

(
川
)
消
費
の
所
得
(
支
出
)
弾
性
値
が
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
て
い
る
財
の
こ
と
を
い
う
。

(
日
)
筆
者
が
前
述
の
国
務
院
技
術
経
済
研
究
中
心
の
研
究
者
か
ら
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
中
国
の
都
市
住
民
の
場
合
、
国
家
か
ら
安
価
で
住
宅

が
配
分
さ
れ
る
た
め
、
住
居
費
が
割
安
で
、
エ

γ
ゲ
ル
係
数
は
高
い
方
に
バ
イ

7

1
が
か
か
る
と
い
う
。

(ロ
)
d
Z・
"
匂

HQHh同
HREN
州
、
内

E
a
r
-』
』
同
可
也

¥
8・

(
悶
)
飾
品
嗣
搾
「
小
康
水
平
和
両
個
，
力
争
4

」
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
二
年
一
一
月
二
日
)
。

(

M

)

脂
質
の
供
給
量
が
日
本
に
比
べ
て
多
い
よ
う
で
あ
る
が
、
食
生
活
の
相
違
に
鑑
み
て
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

農
産
物
流
通
・
価
格
政
策

価
格
政
策
に
つ
い
て
の
論
点

原
洋
之
介
は
農
業
に
か
か
わ
る
政
策
手
段
を
価
格
的
政
策
手
段
、
非
価
格
的
政
策
手
段
に
分
類
し
た
上
で
、
世
界
各
国
の
農
業
・
食

料
政
策
を
比
較
・
検
討
し
政
策
の
あ
り
方
を
「
先
進
国
型
」
、
「
途
上
国
型
」
に
大
き
く
二
分
し
、
前
者
に
お
い
て
は
農
民
の
所
得
形
成



(

2

)

 

が
、
後
者
に
お
い
て
は
食
料
消
費
者
の
保
護
が
最
優
先
さ
れ
て
い
る
と
す
る
。
そ
し
て
こ
う
し
た
視
点
か
ら
原
は
、

一
九
六

0
年
代
中

葉
ま
で
の
中
国
農
業
の
特
徴
を
、
「
制
度
変
革
と
労
働
力
の
多
投
下
」
と
し
、

か
つ
「
伝
統
的
な
農
業
技
術
の
枠
の
下
で
こ
れ
ま
た
伝

統
的
生
産
要
素
で
あ
る
労
働
力
の
よ
り
一
層
の
多
投
下
」
が
行
な
わ
れ
た
と
評
価
仁
川
町
。

一
方
、
六

0
年
代
中
葉
以
降
に
つ
い
て
は
、

伝
統
的
生
産
要
素
と
非
伝
統
的
生
産
要
素
が
補
完
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
状
況
と
位
置
づ
け
、
政
策
と
し
て
の
特
徴
を
、
「
一
九
六

O

年
代
以
降
、
化
学
肥
料
・
農
業
機
械
等
の
工
業
起
源
の
投
入
財
の
使
用
が
は
じ
ま
っ
た
後
に
お
い
て
も
、
食
糧
価
格
と
工
業
投
入
財
と

の
聞
の
相
対
価
格
を
農
業
部
門
に
有
利
に
改
訂
す
る
と
い
っ
た
価
格
政
策
上
の
措
置
が
と
ら
れ
な
か
っ
(
だ
」
点
に
求
め
る
。
す
な
わ
ち
、

「
重
工
業
化
を
軸
と
す
る
工
業
開
発
を
ス
ム
ー
ズ
に
展
開
さ
せ
る
た
め
の
条
件
作
り
と
し
て
の
低
価
格
で
の
食
糧
確
保
」
に
政
策
の
主

眼
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、

そ
の
場
合
の
中
国
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
は
、
国
際
市
場
に
お
け
る
米
・
小
麦
の
価
格
差
を
利
用
し
た
食
糧

輸
入
政
策
(
米
を
輸
出
し
相
対
的
に
安
価
な
小
麦
を
よ
り
多
く
輸
入
す
る
)
に
あ
っ
た
と
い
一
日
。

原
の
概
括
に
対
し
筆
者
は
基
本
的
に
同
意
見
で
あ
る
が
、
六

0
年
代
中
葉
以
降
、
相
対
価
格
の
調
整
が
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
と
す
る

点
に
つ
い
て
は
、
第
日
表
で
示
し
た
よ
う
に
疑
問
で
あ
り
、

ま
た
小
麦
を
中
心
に
毎
年
一

0
0
0
万
ト
ン
以
上
の
穀
物
輸
入
を
行
な
っ

て
い
る
こ
こ
数
年
、
米
輸
出
が
縮
小
し
て
い
る
状
況
(
後
出
の
第
四
表
参
照
)
に
つ
い
て
整
合
的
に
解
釈
を
与
え
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
米
の
需
給
が
緊
張
し
て
い
る
か
、
米
輸
出
を
必
要
と
し
な
い
外
貨
事
情
に
あ
る
と
い
う
こ
と
か
。

一
方
、
原
は
七
八
年
以
降
の
変
化
、
す
な
わ
ち
七
八
年
暮
れ
の
中
国
共
産
党
第
二
期
中
央
委
員
会
第
三
回
全
体
会
議
(
二
期
三

中
総
)
以
降
の
農
業
部
門
に
有
利
な
方
向
で
の
交
易
条
件
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
食
糧
(
糧
食
)
消
費
者
価
格
の
据
え
置
き
、
値
上
げ

品
目
に
対
す
る
消
費
者
補
助
を
理
由
に
「
都
市
生
活
者
へ
の
低
価
格
で
の
食
糧
確
保
と
い
う
政
策
目
標
に
変
更
が
加
え
ら
れ
た
と
考
え

(

6

)

 

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
逆
ザ
ヤ
補
填
金
等
の
性
格
に
つ
い
て
の
原
の
評
価
は
定
か
で
な
い
が
、
と
も
あ
れ
こ
う
し

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

八
五



第 11表工農業産品相対価格の推移

農村における
工農業産品総合相対価格指数

年 次 価格指数
工業産品の小
売価格指数 |19ぬ-36年=

ω (B) A/B 100とする指数

100.0 

1950 100.0 l∞.0 100.0 75.9 

51 119.6 110.2 108.5 82.4 

52 121. 6 109.7 110.8 82.1 

53 132.5 108.2 122.5 91. 3 

54 136.7 110.3 123.9 91. 6 

55 135.1 111.9 120. 7 89.8 

56 139.2 110.8 125.6 93.4 

57 146.2 112.1 130.4 96.9 

58 149.4 111.4 134.1 99.7 

59 152.1 112.4 135.3 100.6 

60 157.4 115.5 136.3 101. 4 

61 194.4 121. 2 160.4 119.3 

62 193.4 126.6 152.8 113.6 

63 188.2 125.3 160.4 111.6 

64 185.8 122.9 151. 2 112.4 

65 185.1 118.4 156.3 112.2 

66 193.6 115.0 168.3 125.1 

67 193.6 114.1 169.7 126.1 

68 193.6 113.8 170.1 ! 126.5 

69 193.6 112.1 172. 7 128.4 

70 lヲ3.6 111. 9 173.0 126.6 

71 195.9 110.2 177.8 132.2 

72 198.3 109.6 180.9 134.62) 

73 199.5 109.6 182.0 135.4 

74 2αコ.7 109.6
'
) 183.1 136.2 

75 201. 3 109.6 183.7 136.6 

76 201. 5 109. 7 183.7 136.6 

77 201. 7 109.8 183.7 136.6 ^ 
78 207.3 109.6 188.8 140.4 

4ノ、. 

79 242.7 109.9 220.8 164.3 

出所:許毅ほか『社会主義価格問題.ll(中国財政経済出版社， 1982年)， 76ページ.

注. 1) 原表では 129.6であるが，明らかに誤植である.

2) 原表では 124.6であるが，明らかに誤植である.
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七

た
点
に
つ
い
て
は
中
国
研
究
者
の
聞
に
議
論
が
あ
る
。

小
島
麗
逸
は
、
新
中
国
に
な
っ
て
と
ら
れ
た
各
種
の
蓄
積
方
式
を
列
挙
・
検
討
し
た
上
で
、
「
農
村
か
ら
の
価
値
移
転
(
収
奪
)
」
に

お
よ
び
農
業
生
産
財
価
格
引
き
下
げ
に
と
も
な
う
逆
ザ
ヤ
補
給
金
支

出
の
増
大
に
よ
り
限
界
に
達
し
、
「
農
業
が
国
民
経
済
の
重
荷
に
転
化
し
始
め
て
い
る
」
と
す
る
。
他
方
、
中
兼
和
津
次
は
、
「
非
農
業

よ
る
蓄
積
は
、
三
中
総
以
降
、
農
産
物
生
産
者
価
格
引
き
上
げ
、

部
門
か
ら
の
移
転
と
の
バ
ラ
ン
ス
」
、
す
な
わ
ち
農
業
財
政
支
出
等
の
非
農
業
か
ら
の
農
業
に
対
す
る
移
転
お
よ
び
農
業
税
等
の
移
出

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
て
い
な
い
と
し
て
小
島
の
蓄
積
論
自
体
を
批
判
し
つ
つ
、

一
九
五
八
年
以
降
の
農
工
間
相
対
価
格
を
検
討
し
、

五
0
年
代
末
以
降
す
で
に
、
「
価
格
面
か
ら
農
業
部
門
を
『
搾
取
』
し
、
工
業
化
資
金
を
用
意
す
る
と
い
う
伝
統
的
な
蓄
積
経
路
の
存

(
8〉

在
は
否
定
さ
れ
る
か
、
な
い
し
は
積
極
的
に
肯
定
さ
れ
な
い
」
と
す
る
。
さ
ら
に
石
川
滋
は
、
農
工
聞
の
「
リ
ソ
ー
ス
・
フ
ロ

l
」
を

計
測
し
、
農
業
か
ら
工
業
へ
の
資
源
の
純
移
転
に
つ
い
て
否
定
的
な
見
解
を
と
る
一
方
、
国
際
経
済
学
で
い
う
と
こ
ろ
の
「
生
産
要
素

交
易
条
件
指
数
」
の
概
念
を
援
用
し
、
生
産
要
素
を
労
働
で
代
表
さ
せ
た
場
合
の
農
業
労
働
、

指
数
を
試
算
し
、
次
の
よ
う
に
結
論
，
つ
け
る
。

工
業
労
働
に
つ
い
て
の
要
素
交
易
条
件

「
(
一
九
七
九
年
の
農
産
物
)
生
産
者
価
格
引
上
げ
は
平
均
的
生
産
隊
に
対
し
て
、
新
投
入
財
施
用
増
に
伴
う
赤
字
補
填
以
上
に
労

働
日
報
酬
の
切
り
下
げ
を
喰
い
と
め
る
こ
と
に
よ
る
、
生
産
意
欲
の
刺
戟
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
そ

れ
以
上
に
価
値
シ
ェ

i
レ
の
完
全
解
消
ま
で
狙
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
(
傍
点
|
|
引
用
者
)
。

こ
う
し
た
議
論
に
つ
い
て
は
、

よ
り
厳
密
に
は
マ
ネ
l
・
フ
ロ

l
、
リ
ソ
ー
ス
・
フ
ロ

l
、
さ
ら
に
は
交
易
条
件
に
か
か
わ
る
ヴ
ア

リ
ュ

I
・
フ
ロ
!
と
い
っ
た
次
元
か
ら
整
理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
が
、

と
も
あ
れ
理
論
的
に
も
難
し
い
の
は
、
小
島
お
よ
び
石
川
の
議

論
に
み
ら
れ
る
価
値
の
移
転
の
問
題
で
あ
ろ
う
。



22省 1，296生産隊における 6種糧食作物の生産費

反収
反当生産反当生産 反当純収益 i労働日当
額口 費(元口/ たりの分配

(kg/IO (元/10 I Oe/IO (元/10 額
アール) 7ーノレ)I ァーノレ〕 アーノレ)I (元/日)

1965ω 175 40.7 39.7 AI. 40 0.70 

1976 (B) 238 59.7 61. 1 A4.17 0.56 

B/A 1. 36 1. 47 1. 54 2.98 0.80 

第 12表

出所:李柄坤『工農業産品価格勢刀差問題.!I(農業出版社， 1981年)， 66ページ.

注. 1) この間に糧食価格は平均17%上昇しているという.

2) 労働費は l日当たり 0.8元と計算.

八
八

次
節
で
詳
し
く
み
る
よ
う
に
、
糧
食
、
油
料
作
物
、
綿
花
と
い
っ
た
主
要
農
産
物
の
流
通

は
、
中
国
に
お
い
て
基
本
的
に
統
制
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
作
付
け
が
強
制
を
と
も
な
っ

て
下
達
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
生
産
量
お
よ
び
買
付
け
価
格
の
水
準
が
均
衡
的
な
も
の
で
あ
る
と

(

H

)

 

い
う
保
証
は
な
い
。
ま
た
、
中
国
の
場
合
に
は
労
働
力
の
移
動
が
厳
格
に
統
制
さ
れ
て
お
り
、

機
会
費
用
的
な
労
賃
範
曙
の
成
立
を
前
提
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
も
、
中
国
の
農

業
は
第
ロ
表
で
み
る
よ
う
に
、

〈

ロ

〉

い
る
。
こ
う
し
た
状
況
を
中
国
で
は
「
増
産
不
増
収
」
と
呼
ん
で
い
る
が
、
供
出
割
当
・
飯

一
九
七
九
年
以
前
の
段
階
で
は
む
し
ろ
収
益
性
が
悪
化
し
て

米
の
増
大
に
よ
る
集
約
経
営
の
強
制
、
生
産
費
の
増
大
・
労
働
費
の
圧
縮
と
い
っ
た
問
題
を

抜
き
に
、
交
易
条
件
の
推
移
を
も
っ
て
農
工
関
係
を
論
ず
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
と
思
わ
れ

る。
他
方
、
中
国
で
は
労
働
価
値
説
的
な
考
え
方
に
立
ち
、
価
値
と
価
格
の
蒋
離
を
計
測
し
つ

つ
価
値
シ
ェ

l
レ
(
農
工
間
の
不
等
価
交
換
)
を
実
証
す
る
議
論
が
あ
前
山
第
三
衣
の
計
算

例
は
そ
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
い
ず
れ
も
単
位
あ
た
り
の
農
業
労
働
、

工
業
労
働
の
産
み
出
す
価
値
に
例
え
ば
一
対

一
対
ニ
と
い
っ
た
形
の
格
差
が
存
在
す
る

と
ア
プ
リ
オ
リ
に
前
提
す
る
な
ど
疑
問
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
交
易
条
件
の
改
善
に
も

か
か
わ
ら
ず
中
国
に
不
等
価
交
換
が
存
在
し
て
い
る
と
の
指
摘
は
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
い
わ
ば
遠
慮
し
た
形
で
の
政
策
批
判
に
対
し
、
経
済
政
策
を
推
進
す
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表
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第
一

1.農業労働力(すなわち，比較可能労働力〕
2. 工業労働力U
3. 比較可能労働力に換算された工業労働力口
4. 比較可能労働力総数 (1十3)
5. 農業比較可能労働力の割合(1-;-4)
6.工業比較可能労働力の割合 (3-;-4)
7. 国民所得総額3川
8. 農業純生産')
9. 工業純生産')
10. 調整後の農業純生産 (5X7)
11.調整後の工業純生産 (6X7)
12. 農業における物的消耗
13. 工業における物的消耗
14. 価値総額 (10+11十12+13)
15. 農産品価値総額 (10+12) 
16. 工業産品価値総額(11+13)
17. 価格総額(圏民経済総産出額)')
18. 農産品価格総額(8+12)
19. 工業産品価格総額 (9十13)
20. 農産品における価値・価格の靖離額

(15ー 18)

21 工業産品における価値・価格のザ担16)I億元 141.21 339.91 矧 B

22. 農産品において価格が価値を下まわる割合| 配
(20-;'-15) I /U 

23. 工業産品において価格が価値を上まわる割| 虻
合 (21-;.-16)I /" 

出所:李柄坤『工農業産品価格勢万差問題H農業出版社， 1981年)， 4ヲページの
表に必要な注釈を加え作成した.

注. 1) 本表に示す工業についての数字は，工業，土木・建築，交通・運輸，お
よび商業の 4部門の数字の合計である.
2) 工業労働力を 2農業労働力として換算.

3) 労働価値説に立つ社会主義国の場合，物的生産のみが価値を生む労働と
いうことになり，国民所得統計は通常，物的生産部門の数字に限られる.

しかし本表の場合， 1)で示したように，交通・運輸および商業部門の価
値を生まない労働も含まれている模様である.

4) 7，8，9，17行の数字のうち， 1952年， 1957年の数字はいずれも当年価格.

lヲ77年の場合，本表作成時点で当年価格の数字が示されず，かつ70年と77
年において相対価格の動きに大きな変化がないことを考慮し， 70年基準の

不変価格で表示されている町
5) 原表では14.1とL、う数字が示されているが，明らかに誤植である.

なお，原表の作成者は， r現在の職員・労働者 I人あたりの賃金は農業
従事者3人分の労働報酬に相当する」ことから l工業労働力を3農業労働
力に換算し同様の計算を行なっているが， r(賃金格差は 引用者)そのほ
とんどが，工業産品の価格が価値より高〈農産品の価格が価値より低いこ

とからきて」おり， r問題の結果をもって問題を研究する前提とするやり
方は，もとよりとるべきでない」としている.そして， ソ速における換算

率(ソフォーズの l労働力を0.85工業労働力に， コノレフォーズについては
l労働力を 0.7工業労働力に換算)から中国における換算率は 2程度
とし，原表を作成している.
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22.6 38.8 41. 1') 

42.0 53.9 28.5 



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

九
O 

ハ
凶
〉

る
側
か
ら
な
さ
れ
た
以
下
の
よ
う
な
反
批
判
に
は
、
政
策
遂
行
に
責
任
を
負
う
者
の
リ
ア
ル
な
現
状
認
識
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
い
る

と
思
わ
れ
る
。

「
国
家
の
価
格
政
策
に
鑑
み
、
こ
れ
ら
の
理
論
お
よ
び
計
算
方
法
(
主
と
し
て
第
日
表
の
考
え
方
を
さ
す
|
|
引
用
者
〉
に
対
し
、

い
か
に
対
応
す
べ
き
か
。
こ
れ
ら
の
理
論
・
方
法
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
国
民
所
得
分
配
構
造
は
決
定
的
に

間
違
っ
て
い
て
根
本
的
に
改
革
を
す
す
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
第
二
番
目
の
計
算
方
法
(
工
業
労
働
力
一
単
位
を

農
業
労
働
力
ニ
単
位
に
換
算
す
る
方
法

l
l引
用
者
)
に
よ
っ
て
算
出
し
た
価
値
と
価
格
の
差
九
三
四
億
元
の
う
ち
、
農
民
が
直

接
消
費
す
る
農
産
物
を
除
い
た
と
し
て
も
、
国
家
が
農
民
に
対
し
て
負
う
骨
わ
は
四
五
三
億
元
に
も
達
す
る
。
ど
こ
か
ら
資
金
を

捻
出
し
埋
め
合
わ
せ
す
れ
ば
よ
い
か
。
財
政
を
圧
縮
す
る
か
賃
金
を
圧
縮
す
る
か
の
二
つ
し
か
道
は
あ
る
ま
い
。
財
政
の
圧
縮
は

四
五
三
億
元
の
借
り
は
財
政
収
入
の
五
ニ
パ

何
を
意
味
す
る
か
。

一
九
七
七
年
の
わ
が
国
に
お
け
る
財
政
収
入
は
八
七
四
億
元
。

1
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
部
分
か
ら
捻
出
す
れ
ば
、
公
共
的
な
消
費
お
よ
び
蓄
積
の
半
分
が
食
わ
れ
て
し
ま
う
こ

と
に
な
る
。

わ
れ
わ
れ
は
経
済
建
設
を
行
な
わ
な
く
て
よ
い
の
か
。
国
防
を
強
化
し
な
く
て
よ
い
の
か
。
科
学
・
教
育
・
文
化
・

衛
生
の
事
業
を
発
展
さ
せ
な
く
て
よ
い
の
か
。
こ
の
方
法
が
無
理
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
賃
金
を
圧
縮
す
る
し
か
な
い
。
賃
金
の

一
九
七
七
年
の
わ
が
国
の
賃
金
総
額
は
五

O
O億
郡
山
四
五
三
億
元
の
骨
わ
は
賃
金
総
額
の
九

O
パ

圧
縮
は
何
を
意
味
す
る
か
。

1
セ
ン
ト
に
相
当
す
る
。
こ
う
し
た
や
り
方
で
捻
出
す
る
と
す
れ
ば
、

わ
れ
わ
れ
と
し
て
は
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
労
働
者
を
解
雇

す
る
か
、
賃
金
を
九
O
パ
ー
セ
ン
ト
引
き
下
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
価
格
政
策
は
労
働
者
階
級
に
と
っ
て
納
得
が

ゆ
か
な
い
の
み
な
ら
ず
、
農
民
階
級
に
し
て
も
同
意
し
か
ね
る
も
の
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
農
民
大
衆
は
条
理
を
わ
き
ま
え
て
お

り
、
当
面
の
利
益
と
長
期
的
な
利
益
が
一
致
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
」



査
に
お
け
る
労
賃
評
価
に
つ
い
て
は
定
か
で
な
い
が
、
肥
沃
度
が
平
均
以
下
の
土
地
に
立
地
す
る
国
営
農
場
や
人
民
公
社
に
は
、

そ
も

経
済
を
静
態
的
に
し
か
捉
え
て
い
な
い
な
ど
議
論
の
進
め
方
に
疑
問
が
残
る
、
が
、
と
も
あ
れ
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
一
九
七
九
年
以
前
の

農
工
関
係
の
基
本
的
な
状
況
に
つ
い
て
、
大
よ
そ
の
理
解
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

}
れ
に
対
し

一
体
い
か
、
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
か
。
伝
え
ら
れ
る
と
こ

こ
の
段
階
で
新
生
産
者
価
格
は
、
「
社
会
平
均
的
な
生
産
費
に
適
当
な
利
潤
を
札
日
」
て
決
め
ら
れ
た
と
い
う
。
生
産
費
調

一
九
七
九
年
の
農
産
物
生
産
者
価
格
の
引
き
上
げ
は

ろ
で
は
、

そ
も
不
利
な
価
格
体
系
に
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
資
金
移
動
、
価
値
移
転
等
の
農
工
関
係
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
所
得
お
よ
び
消
費
支
出
の
現
状
に
つ
い
て
の
以
下
の
記
述
は
、
歴
・
史
的
に
み
て
基
本
的
な
状
況
の
変
化
が
み
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
家
計
調
査
の
デ
l
タ
に
よ
れ
ば

一
九
八

O
年
第
一
四
半
期
の
職
員
・
労
働
品
省
家
庭
に
お
け
る
一
人
一
カ
月
当
た
り
の
全
所
得

(
奨
励
金
お
よ
び
副
食
補
助
を
含
む
)
は
三
五
・
八
元
、
年
に
直
し
て
四
二
九
・
六
元
と
な
り
、
農
民
一
人
当
た
り
の
所
得
工
ハ

0
・
一
七
元
の
二
・
六
八
倍
と
な
る
。
生
活
用
消
費
の
額
で
計
算
す
れ
ば
、
職
員
・
労
働
者
の
家
庭
の
場
合
は
農
家
の
二
・
九
二

倍
と
な
る
。
同
様
に
一
九
五
七
年
に
お
け
る
農
工
聞
の
所
得
お
よ
び
消
費
の
格
差
は
そ
れ
ぞ
れ
二
・
五
五
倍
、
二
・
三
九
倍
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
二
十
数
年
来
、
格
差
は
拡
大
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
現
在
、
都
市
の
職
員
・
労
働
者
は
、
賃
金
・
奨
励
金

そ
の
ほ
か
糧
食
、
住
宅
費
、
保
障
、
福
利
等
の
各
種
の
補
助
を
享
受
し
て
い
る
。

の
面
で
農
民
よ
り
恵
ま
れ
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、

関
係
部
門
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

一
九
七
八
年
の
場
合
、

そ
の
総
額
は
賃
金
の
八
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
相
当
し
、

一
九
七
九
年
以
後
引

き
続
き
増
大
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
計
算
す
る
と
、
農
工
聞
の
所
得
格
差
は
五
倍
以
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
」

糧
食
に
対
す
る
補
助
、
す
な
わ
ち
米
穀
管
理
に
お
け
る
逆
ザ
ヤ
補
填
金
を
消
費
者
に
対
す
る
補
助
と
み
な
し
て
い
る
な
ど
、
興
味
深

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

九
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国
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策

九

で
き
ず
、

い
論
点
を
提
供
し
て
い
る
と
い
え
る
が
、
と
も
あ
れ
、
現
行
農
産
物
価
格
で
は
農
家
の
所
得
を
都
市
勤
労
世
帯
に
均
衡
さ
せ
る
こ
と
が

し
か
も
消
費
者
保
護
的
な
、
さ
ら
に
低
価
格
な
糧
食
の
供
給
が
消
費
者
に
対
し
て
な
さ
れ
、
逆
ザ
ヤ
部
分
を
政
府
が
補
助
金

に
よ
っ
て
負
担
す
る
と
い
う
構
図
を
、
こ
こ
で
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

農
工
聞
の
所
得
格
差
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
問
題
で
あ
る
が
、

い
わ
ゆ
る
三
大
差
別
(
工
業
と
農
業
、

都
市
と
農
村
、
精
神
労
働
と
肉
体
労
働
の
差
異
〉
の
解
消
は
中
国
の
み
な
ら
ず
マ
ル
ク
ス
主
義
の
窮
極
の
目
標
の
一
つ
で
も
あ
る
。
そ

の
意
味
で
農
工
聞
の
所
得
格
差
が
引
き
続
き
存
在
し
、

し
か
も
価
格
体
系
と
い
う
政
策
的
要
因
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
、
政
策
当
局
に
と
っ
て
は
ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
あ
ろ
う
。

注
(

l

)

原
洋
之
介
「
ア
ジ
ア
諸
国
の
農
業
・
食
糧
政
策
の
展
開
」
(
山
田
三
郎
編
『
食
糧
需
給
の
将
来
と
農
業
政
策
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九

八
三
年
)
。
な
お
原
の
分
類
す
る
政
策
手
段
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

〔
価
格
的
政
策
手
段
〕

川
消
費
者
保
護
の
た
め
の
主
要
食
糧
へ
の
補
助
金
支
出
。
凶
生
産
者
保
護
の
た
め
の
価
格
支
持
。
問
主
要
投
入
財
へ
の
補
助
金
支
出
。
凶
輸

入
関
税
・
課
徴
金
あ
る
い
は
輸
出
税
・
補
助
金
。
山
間
緩
衝
在
庫
。

〔
非
価
格
的
政
策
手
段
〕

附
農
業
技
術
の
研
究
開
発
投
資
(
海
外
の
農
業
技
術
の
自
国
へ
の
適
用
可
能
性
を
高
め
る
た
め
の
投
資
も
含
む

)
o
m潜
瓶
投
資
。
制
農
業

構
造
改
善
の
た
め
の
投
資
(
金
融
・
流
通
制
度
の
改
善
も
含
む
)
。
附
割
当
て
制
・
非
価
格
統
制
と
い
っ
た
数
量
統
制
。
同
議
与
的
外
圏
貿
易
。

こ
の
ほ
か
こ
れ
ら
の
政
策
手
段
を
選
択
・
実
施
す
る
場
合
の
環
境
あ
る
い
は
制
約
条
件
と
し
て
、
川
生
産
技
術
知
識
の
国
際
的
パ
ッ
ク
ロ
ヅ

グ
、
凶
主
要
農
産
物
の
国
際
市
場
の
構
造
、
川
州
各
国
政
府
の
行
政
管
理
能
力
と
そ
の
国
自
体
と
し
て
の
経
済
政
策
の
基
本
方
向
、
の
=
一
項
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

(

2

)

原
の
議
論
は
ア
ジ
ア
の
米
に
つ
い
て
の
需
給
分
析
・
需
給
展
望
を
踏
ま
え
て
豊
富
化
さ
れ
、
山
田
三
郎
に
よ
り
、
価
格
的
政
策
手
段
の
弾
力

的
運
用
(
投
入
財
価
格
・
食
糧
価
格
の
調
整
)
と
研
究
開
発
投
資
や
濯
瓶
投
資
な
ど
の
非
価
格
的
政
策
手
段
の
組
み
合
わ
せ
、
と
い
う
形
の
政
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策
的
イ

γ
ヅ
リ
ケ

1
シ
ョ

γ
と
し
て
総
括
さ
れ
て
い
る
(
山
田
三
郎
「
要
約
と
将
来
の
食
糧
需
給
に
か
か
わ
る
政
策
的
イ

γ
プ
リ
ケ

1
シ
ョ

γ
」

〔
同
編
『
前
掲
書
』
〕
)
。

〔
3
〉
原
「
前
掲
論
文
」
、
四
五
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

(

4

)

問
、
四
六
ペ
ー
ジ
。

(

5

)

問
、
四
六
、
四
七
ペ
ー
ジ
。

(

6

)

問
、
四
八
ペ
ー
ジ
。

(

7

)

小
島
麗
逸
「
中
国
近
代
化
路
線
の
ゆ
く
え
」
(
『
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
』
一
九
七
九
年
一

O
月
九
日
号
)

0

小
島
の
列
挙
す
る
蓄
積
方
式
は
、
①
旧

社
会
の
生
産
力
の
継
承
、
②
旧
社
会
の
未
利
用
資
源
の
転
用
、
③
農
村
か
ら
の
価
値
移
転
(
収
奪
)
、
④
勤
労
者
の
集
団
的
労
働
投
資
、
⑤
外

国
か
ら
の
援
助
、
⑤
重
工
業
内
部
蓄
積
、
の
六
点
で
あ
る
。
な
お
、
小
島
の
蓄
積
概
念
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
馬
場
宏
二
の
批
判
が
あ
る

(
馬
場
「
小
島
報
舎
へ
の
質
問
」
、
『
現
代
中
国
学
会
会
報
一
九
八

O
』
、
現
代
中
国
学
会
、
一
九
八

O
年
)
。

(

B

)

中
兼
和
津
次
「
中
国
に
お
け
る
農
工
関
係
」
(
『
中
国
経
済
の
調
整
過
程
と
主
要
先
進
諸
国
の
対
応
同
日
中
経
済
協
会
、
一
九
八

O
年)。

(

9

)

石
川
滋
「
開
発
過
程
の
農
ヱ
バ
ラ
ン
ス
」
(
『
一
橋
論
叢
』
第
五
三
巻
第
一
号
)
、
お
よ
び

r
z
-
5
4
P
ω
E
m
2
F
え
U
E
E
〆同
1
8
ι
g仏

〉

m
ユn
z
r
z
H。
・
一
句
作
『
守
口
回
目
白
口
角
川
自
己
句
円
。
ω岡
高
口

Z
J
r
z
E同
ω問
。
問
。
ゲ
め
ロ
4
0
回
開

Hdiロ
Y
向
・
岡
山
内

U
Y
み
句
、
止
町
民
h~宮
、
.
E
h
s
h
.
E♂
切
。
ュ

5
・

一泊∞
N
・
こ
れ
ら
の
論
文
で
石
川
は
、
従
来
の
農
工
間
資
金
移
動
の
議
論
に
対
し
、
資
金
移
動
の
み
な
ら
ず
交
易
条
件
の
概
念
を
新
た
に
導
入
し
、

り
ソ
ー
ス
・
フ
ロ

1

(
資
源
移
転
)
と
い
う
よ
り
包
括
的
な
次
元
か
ら
再
検
討
を
加
え
た
。
石
川
の
リ
ソ
ー
ス
・
フ
ロ

1
の
基
本
的
な
枠
組
み

は
次
の
通
り
。

M
N
H
同
母
語
|
旬
、
。

た
だ
し
、均一
一
路
伶
δ
ま
詩
〉
掛
凪

』

V
?

、量一
H

遣
。
剖
鴨
居
〉
首
議

(
O
遺
品
町
-
作
斗
が
)

同
u
h
h

一O
道
局
)
蛮
務
，
q向
型
国
一
・

0
汁
H

潜
δ
甜
勤
講
民
〉
時
四

実
質
の
リ
ソ

1

1
・
フ
ロ
ー
は

〉
同

l
N山
H
H出
¥
』
守
語
+
同
町
(
h
v

丈
、
昔
|
-
)
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四

で
示
さ
れ
、
こ
の
場
合
右
辺
第
二
慣
が
「
眼
に
み
え
る
」
資
金
の
実
質
流
入
額
、
第
二
項
が
交
易
条
件
有
利
化
に
よ
る
「
眼
に
み
え
な
い
」
資

金
移
転
額
を
一
示
す
。

(
旧
)
石
川
滋
「
中
国
の
新
価
格
政
策
と
物
価
・
イ
ン
フ
レ
」
(
『
日
中
経
済
協
会
会
報
』

易
条
件
指
数
は
、

一
九
八

O
年
二
月
号
)
。

な
お
こ
の
場
合
の
生
産
要
素
交

源
開
骨
骨
富
慈
叫
町
糊
用

冊
減
改
憲
凶
付
組
術
苓
諒
潜
H
1
I
l
l
-
i
1
1
1
1
1
×

滞
主

nuH糠
司
副
首
議
詰
潜

H
冊
減
盛
山

3
δ
凶
川
畑
品
川
市
ザ
叫
町
潜
×

H
叫
柿

h
v
-
膏
R
δ
除
隊
行
畑
斗
N
V

古
川
喜
剛
δ
誌
糊
沖

抽
岬
問
問
骨
骨
目
標
待
δ
防
関
門
別
J
『

N
V

市
川
申
書
剛
δ
誌

晴

間

同
神
鴻
δ
潟
官
時
除
隊
醇
誕
糊
同

H
叫
神

δ
波
宮
島
川
附
匝
附
醇
詰
融
問

で
求
め
ら
れ
る
。

(
日
)
田
島
稿
「
中
国
の
農
産
物
生
産
費
調
査
」
(
『
一
橋
論
叢
』
第
八
七
巻
第
五
号
)
参
照
。

(
ロ
)
中
兼
和
津
次
は
農
業
の
投
入
・
産
出
に
か
か
わ
る
デ
l
b
y
を
集
約
し
、
タ
ン
|
λ
ト

1
ン
に
な
ら
い
(
吋
田
口
問
白
ロ
仏

ω
gロ
p
h
v
b
h
足
、
3
・

札

N
R
H
3昌
吉

志

内

、

g
h之内
whM
刷、hv忌
民
円
。
¥
丹
、
v
m
g
-
F
Z
5
2
F
O
E
-
司
S
L
-
M
o
-
-口
可
河
内
ω
2
n
y
同
口
出
岳

E
F
S∞O
)
、
中
国
農
業
の
総
要

素
生
産
性
の
推
移
を
計
測
し
、
六

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
半
ば
ま
で
、
総
要
素
生
産
性
は
低
下
も
し
く
は
停
滞
し
て
い
る
と
す
る
(
中
兼
「
中

国
農
業
生
産
構
造
の
変
化
|
|
数
量
的
接
近
|
|
」
〔
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
三
巻
第
八
号
〕
)
。
す
な
わ
ち
中
兼
の
評
価
に
よ
れ
ば
ご
九
五
二

年
以
後
の
農
業
集
団
化
は
中
国
農
業
の
効
率
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
中
国
農
業
に
お
け
る
歴

史
的
収
穫
逓
減
の
壁
は
そ
れ
だ
け
厳
し
い
も
の
で
乞
る
、
と
も
い
え
よ
う
。

(
ゆ
)
こ
の
な
か
に
は
投
入
産
出
表
の
考
え
方
を
用
い
、
い
わ
ゆ
る
物
化
労
働
に
対
す
る
労
働
力
投
入
を
計
測
し
生
産
物
価
値
を
測
定
す
る
試
み
も

ア
イ
デ
ア
と
し
て
存
在
す
る
(
陳
錫
康
「
投
入
産
出
分
析
与
経
済
結
構
研
究
」
〔
馬
洪
・
孫
尚
清
主
編
『
中
国
経
済
結
構
問
題
研
究
』
、
人
民
出

版
社
、
一
九
八
一
年
参
照
)
。

(
リ
月
)
許
毅
ほ
か
『
社
会
主
義
価
格
問
題
』
(
中
国
財
政
経
済
出
版
社
、
一
九
八
二
年
)
、
九
三
ペ
ー
ジ
。
な
お
編
集
筆
頭
者
の
許
毅
は
財
政
系
統
の

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
で
、
経
済
政
策
の
大
御
所
で
あ
る
陳
雲
党
中
央
政
治
局
常
務
委
員
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
い
わ
れ
る
。

(
ゆ
)
国
家
統
計
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
七
年
に
お
け
る
全
人
民
所
有
制
単
位
、
城
鎮
集
団
所
有
制
単
位
(
人
民
公
社
所
属
以
外
の
集
団
所

有
制
単
位
)
の
職
員
・
労
働
者
の
賃
金
総
額
は
、
そ
れ
ぞ
れ
四
二
六
億
元
、
八
九
億
元
で
あ
る
(
『
人
民
日
報
』
一
九
七
九
年
六
月
二
八
日
)
。



繭
、
茶
、
竹
、
柑
橘
、

ハ
チ
ミ
ツ
、
ウ
ル
シ
、

リ
ン
ゴ
、

キ
ク
ラ
ゲ
、
ザ
l
サ
イ
、
木
山
灰
、
耕
畜
、
大
麻
、
桐
油
、

ヒ
マ
油
、

ク

(
凶
)
本
刊
通
訊
員
「
全
国
農
産
品
成
本
価
格
討
論
会
紀
要
」
(
『
経
済
学
動
態
』
一
九
八
一
年
第
二
期
)
。

(
げ
)
張
留
征
「
我
国
農
民
収
入
和
消
費
的
簡
況
」
(
『
農
業
経
済
叢
刊
』
一
九
八
一
年
第
四
期
)
。

(
市
山
)
農
産
物
価
格
が
消
費
者
保
護
的
か
生
産
者
保
護
的
か
と
い
っ
た
い
い
方
は
、
需
給
均
衡
価
格
も
し
く
は
国
際
価
格
と
の
比
較
に
お
い
て
議
論

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
中
国
の
場
合
、
穀
物
の
輸
入
価
格
お
よ
び
糧
食
の
買
付
価
格
に
つ
い
て
は
複
雑
な
問
題
が
多
く
(
後
者
に
つ
い

て
は
後
に
触
れ
る
)
、
こ
れ
ら
の
比
較
を
行
な
う
こ
と
は
容
易
で
な
い
。

(=) 

流
通
・
価
格
制
度
の
枠
組
み

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
基
本
認
識
を
補
強
し
、

か
つ
価
格
的
政
策
手
段
、
財
政
投
融
資
等
の
非
価
格
的
政
策
手
段
を
め
ぐ
る
ジ
レ
ン

マ
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
べ
く
、
中
国
に
お
け
る
農
産
物
流
通
・
価
格
制
度
、
と
り
わ
け
糧
食
統
制
の
枠
組
み
を
示
し
て
お
こ
う
。

中
国
の
農
産
物
は
、
商
品
管
理
の
規
定
に
も
と
づ
き
以
下
の
三
種
類
に
区
分
さ
れ
、
管
理
さ
れ
て
い
~
記
。

(1) 

第
一
類
商
品
(
国
家
経
済
と
国
民
生
活
に
重
大
な
関
係
を
も
っ
商
品
を
さ
し
、

そ
の
買
い
付
け
、
販
売
、
調
査
、
輸
入
、
輸
出
、

在
庫
な
ど
の
目
標
数
字
は
す
べ
て
国
務
院
で
集
中
管
理
す
る
)
:
:
:
糧
食
、
綿
花
、
油
料
作
物
、
木
材
。

第
二
類
商
品
(
生
産
が
集
中
し
供
給
範
囲
が
広
い
重
要
商
品
、
も
し
く
は
生
産
が
分
散
し
重
点
地
区
へ
の
供
給
や
輸
出
向
け
の

(2) 
需
要
を
保
障
す
る
必
要
の
あ
る
重
要
商
品
。
お
お
む
ね
国
務
院
で
商
品
政
策
を
決
定
し
、
統
一
的
に
均
衡
・
按
配
を
は
か
り
、
不
足
分

の
調
達
を
行
な
う
)
。

① 

商
業
部
主
管
品
目
:
:
:
生
豚
、
肉
牛
、
肉
用
羊
、
鶏
卵
、
ジ
ュ
ー
ト
・
ケ
ナ
フ
、
ラ
ミ
l
、
羊
毛
、
毛
皮
、
羽
毛
、
繭
、
杵
蚕

レ
オ
ソ

i
ト
等
。

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

九
五



中
国
の
食
料
需
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と
流
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・
価
格
政
策

九
ノ、

② 

林
業
部
主
管
品
目
:
:
:
松
ヤ
ェ
、
ゴ
ム
等
。

③ 

農
牧
漁
業
部
(
水
産
総
局
)
主
管
品
目
:
:
:
(
略
)
。

④ 

対
外
経
済
貿
易
部
主
管
品
目
:
:
:
ハ
ッ
カ
油
等
。

国
家
医
薬
管
理
総
局
主
管
品
目
・
・
・
・
・
・
略
。

⑤ ⑥ 

軽
工
業
部
主
管
品
目
:
:
:
サ
ト
ウ
キ
ビ
、
テ
ン
サ
イ
。

第
三
類
商
品
(
そ
の
他
の
農
産
物
。
基
本
的
に
自
由
な
流
通
に
委
ね
ら
れ
る
)
。

他
方
、
農
産
物
の
買
い
付
け
方
法
の
面
か
ら
は
、
次
の
三
種
類
に
分
類
さ
れ
る
。

(3) (1) 

統
購
(
計
画
買
付
)
:
:
:
第
一
類
の
商
品
が
対
象
で
、
供
出
割
当
て
に
も
と
づ
き
糧
食
部
門
、
商
業
部
門
が
公
定
価
格
で
買
い

付
け
る
。

(2) 

派
購
(
契
約
買
付
)
:
:
:
商
業
部
門
が
国
家
の
需
要
と
生
産
状
況
に
も
と
づ
き
、
第
二
類
の
商
品
に
対
し
販
売
・
留
保
の
比
率

を
規
定
し
、
生
産
隊
に
一
定
の
販
売
任
務
を
お
ろ
し
、

公
定
価
格
に
よ
り
定
期
的
に
買
い
付
け
る
。

(3) 

議
購
(
協
議
買
付
)
:
:
:
商
業
部
門
と
生
産
者
が
協
議
の
上
、
第
三
類
の
商
品
に
つ
い
て
議
価
(
協
議
価
格
)
に
も
と
づ
き
組

織
的
に
買
い
付
け
る
。

こ
の
う
ち
、
「
統
購
」
に
つ
い
て
は
通
常
「
統
購
統
舘
」
(
計
画
買
付
・
計
画
販
売
)
と
い
う
形
で
理
解
さ
れ
、
主
要
農
産
物
の
国
家

管
理
の
代
名
詞
と
し
て
中
国
に
お
い
て
は
歴
史
的
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。

一
九
五

0
年
代
の
中
国
で
は
、
私
営
商
工
業
の
社
会
主
義
的
改
造
が
政
権
の
存
亡
を
決
す
る
重
大
事
で
あ
っ
た
。
と
り
わ
け
農
産
物

流
通
を
掌
握
し
、
労
働
力
の
再
生
産
に
不
可
欠
な
食
料
を
安
定
的
に
確
保
す
る
こ
と
は
、
都
市
住
民
の
支
持
を
つ
な
ぎ
と
め
る
重
要
な



要
素
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
一
九
五
三
年
に
は
糧
食
、
泊
料
作
物
、

五
四
年
に
は
綿
花
お
よ
び
綿
糸
の
流
通
に
対
し
、
相
次
い
で
国
家

一
九
五
七
年
の
段
階
で
生
産
か
ら
消
費
に
至
る

ま
で
、
糧
食
、
泊
料
作
物
、
綿
花
お
よ
び
綿
製
品
の
流
通
は
完
全
に
国
家
計
画
の
も
と
に
置
か
れ
た
。

(

5

)

 

こ
の
段
階
で
成
立
し
た
糧
食
の
流
通
は
次
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。
生
産
を
組
織
す
る
経
営
単
位
(
生
産
隊
)
で
は
第
三
図
の
よ
う
に

ま
ず
生
産
さ
れ
た
糧
食
の
う
ち
か
ら
税
金
と
し
て
一
定
量
を
現
物
(
籾
付
)
で
納
入
す
る

管
理
が
施
行
さ
れ
た
。

そ
し
て
、
農
業
の
集
団
化
と
相
ま
っ
て
流
通
統
制
は
徹
底
し
、

(
公
糧
と
呼
ば
れ
る
)
。

次
に
供
出
割
当
て

分
(
余
糧
)
を
公
定
価
格
で
販
売
す
る
。
残
っ
た
部
分
を
超
過
供
出
用
(
超
産
糧
)
、
生
産
用
(
種
子
・
飼
料
)
、
備
蓄
用
、
社
員
分
配

半量

車量

手量

二r

料

集団留保一「一種

トー飼

1--11泊蓄極ft

糧食の実物分配 (1ヲ79年以前〉

産

国家徴購ー-，---公

a 余

」ー超

第 3図

総生産物

中量
社員分配て;

手十

用
(
飯
米
・
家
庭
副
業
〉
に
分
配
す
る
。
こ
の
う
ち
超
過
買
い
付
け
分
に

つ
い
て
は
奨
励
の
意
味
で
公
定
価
格
に
一
定
の
割
増
金
が
つ
け
ら
れ
る
。

な
お
公
定
価
格
(
供
出
価
格
)
は
全
国
一
本
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、

省
レ
ベ
ル
程
度
で
は
統
一
価
格
が
実
現
し
て
い
る
。

さ
て
、
国
の
掌
握
す
る
糧
食
は
一
括
し
て
「
商
品
糧
」
と
呼
ば
れ
る
。

現
物
税
、
供
出
・
超
過
供
出
分
は
、

お
お
む
ね
人
民
公
社
ご
と
に
設
け
ら

れ
た
「
糧
管
所
」
(
糧
食
管
理
事
務
所
)
に
納
入
さ
れ
、
現
物
税
に
つ
い

て
は
納
税
証
明
が
出
さ
れ
、
供
出
・
超
過
供
出
に
つ
い
て
は
規
定
の
代
金

が
支
払
わ
れ
る
。
納
入
さ
れ
た
糧
食
は
、

一
部
が
地
域
の
欠
糧
農
村
、
換

金
作
物
に
特
化
し
た
農
村
に
規
定
に
従
っ
て
販
売
さ
れ
る
ほ
か
、

一
括
し

て
糧
食
部
門
の
国
営
企
業
に
売
却
さ
れ
る
。

九
七



1955年に定められた都市住民に対する糧食注〉配給基準
〈単位:kg/月〉

i l l雑穀小麦|米を主食と|平 均|を主食とす|平
する地域 i' ~J Iる地域 | 

I 22.5-27. 5 I 25.0以下 I25.0-30.0 I 27.5以下
17.5-22.0 120.0 ~ 120.0-24.51 22.0 ~ 
13.0-17.0 I 16.0 ~ 114.5-19.5 17.5 ~ 

均

15. 5 ~ 

17. 5 ~ 

13. 75 ~ 

11. 0 ~ 

7. 0 ~ 

4. 0 ~ 

14.5-18.0 

12.0-14. 

9.0-11. 5 

6.0-8.5 

3.0-5.5 I 

14. 0 ~ 

13.0-16.5 I 16.0 ~ 

11. 0-13. 0 I 12. 5 ク

8.0-10.5 [ 10.0 ~ 

5.5-7.5 [ 6. 5 ~ 

2.5-5.0 [ 3.5ρ 

12.0-14.5 

特殊重労働者

重労働者

軽労働者

機関・団体の工作人員，公私
合営企業の職員・!古員，その
他の頭脳労働者

大学・高校・中学の学生

一般住民， 10歳以下の児童

6 -10歳の児童

3-6歳の児童

3歳未満の児童

第 14表

出所 r市鎮糧食定量供応暫行弁法J(1955年).
注.成品糧すなわち精米・製粉済みの糧食.

九
八

糧
食
企
業
に
よ
っ
て
供
給
さ
れ
る
都
市
人
口
の
飯
米
は
、
第
比
表
の
よ

う
な
ラ
ン
ク
の
も
と
、
各
戸
ご
と
に
配
給
さ
れ
る
。
配
給
量
は
公
安
派
出

所
の
管
理
す
る
「
戸
口
登
記
簿
」
に
も
と
づ
き
、

二
戸
ご
と
に
居
住
す
る

地
域
の
「
糧
応
」
(
米
穀
販
売
底
)
の
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
お
り
、
家
族

構
成
員
の
合
計
配
給
量
に
見
合
う
「
糧
票
」
(
配
給
キ
ッ
プ
)
が
毎
月
糧

庖
か
ら
家
庭
に
配
ら
れ
る
。
糧
食
を
購
入
す
る
さ
い
に
は
、
購
入
代
金
と

購
入
量
に
見
合
う
阻
給
キ
ッ
プ
を
持
参
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
現
金
だ

け
で
も
、

ま
た
配
給
キ
ッ
プ
だ
け
で
も
糧
食
は
購
入
で
き
な
い
。

配
給
さ
れ
る
糧
食
の
ロ
間
目
・
量
は
、
地
域
に
よ
っ
て
、

ま
た
季
節
に
よ

っ
て
異
な
る
。
最
近
の
傾
向
と
し
て
は
、
都
市
住
民
の
噌
好
が
米
・
小
麦

に
シ
フ
ト
し
て
お
り
、
レ
」
り
わ
け
北
方
で
は
小
麦
の
供
給
が
不
足
し
配
給

量
に
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

そ
の
場
合
、
小
麦
の
配
給

枠
で
は
米
、
雑
穀
の
購
入
が
、
米
の
枠
で
は
雑
穀
の
購
入
が
可
能
で
あ
る

が
、
逆
は
認
め
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
通
常
の
勤
労
者
世
帯
の
場
合
、
配
給

枠
全
体
で
は
余
剰
が
生
じ
、
雑
穀
の
枠
を
中
心
に
配
給
キ
ッ
プ
が
未
利
用

(
9
)
 

の
ま
ま
残
さ
れ
る
と
い
ャ
ヮ
。

さ
て
、
都
市
の
住
民
が
職
場
も
し
く
は
市
中
の
食
堂
で
食
事
す
る
場
合



し
、
キ
ッ
プ
に
替
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
労
働
力
の
移
動
の
場
合
、
「
戸
口
」
を
一
移
す
と
と
も
に
、

そ
れ
に
も
と
づ
き
配
給

も
、
や
は
り
配
給
キ
ッ
プ
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
糧
食
統
制
は
全
国
的
に
行
な
わ
れ
て
い
る
た
め
、
出
張
・
旅
行
の
さ
い
に
は
地
域
の

キ
ッ
プ
を
全
国
共
通
の
配
給
キ
ッ
プ
に
替
え
て
持
参
す
る
。
農
村
か
ら
都
市
に
出
か
け
る
場
合
に
は
、
現
物
分
配
さ
れ
た
糧
食
を
供
出

の
手
続
き
を
と
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

一
方
、
第
二
類
の
農
産
物
、
た
と
え
ば
豚
肉
な
ど
の
場
合
、
品
薄
の
際
に
は
同
様
に
配
給
制
度
が
敷
か
れ
、
需
要
が
抑
制
さ
れ
る
。

ま
た
、

(ω) 
っ
。
他
方
、
第
三
類
農
産
物
に
つ
い
て
は
、
自
由
市
場
に
お
け
る
流
通
が
認
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
第
二
類
農
産
物
に
対
す
る
「
派
購
」
は
、
第
一
類
農
産
物
の
流
通
・
価
格
統
制
に
準
じ
、
実
質
上
強
制
的
な
性
格
を
も

一
部
の
特
産
品
、
お
よ
び
都
市
近
郊
で
生
産
さ

れ
る
野
菜
な
ど
に
つ
い
て
は
、
商
業
部
門
に
よ
り
協
議
価
格
に
も
と
づ
く
買
い
付
け
(
議
購
)
が
行
な
わ
れ
た
。

以
上
の
枠
組
み
は
一
九
五

0
年
代
末
に
基
本
型
が
で
き
、
以
後
各
時
期
に
よ
り
統
制
の
強
弱
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
今
日
に
至
る
ま

で
基
本
的
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

た
だ
し
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
一
九
七
九
年
以
降
、
基
本
的
枠
組
み
は
維
持
し
つ
つ
、
経
済
改
革

の
一
環
と
し
て
、

い
わ
ば
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
と
り
入
れ
る
形
で
の
流
通
・
価
格
制
度
の
変
革
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。

注
〈
l
〉
国
家
物
価
総
局
ほ
か
「
農
副
産
品
議
購
議
鈎
価
格
暫
行
管
理
弁
法
(
草
案
)
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
一
年
第
一
八
号
)
、
米
沢
秀
夫
『
中

国
経
済
論
』
(
動
車
書
房
、
一
九
六
六
年
)
、
一
五
七
ペ
ー
ジ
、
お
よ
び
越
紫
陽
「
関
於
国
務
院
機
構
改
革
問
題
的
報
告
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一

九
八
二
年
第
六
号
)
の
記
述
に
も
と
づ
く
。

(

2

)

八
二
年
八
月
の
段
階
で
、
他
の
省
庁
へ
の
併
合
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
(
国
務
院
「
関
於
国
務
院
直
属
機
構
調
整
情
況
的
書
面
説
明
」
〔
『
圃

務
院
公
報
』
一
九
八
二
年
第
一
四
号
〕
)
。

(

3

)

中
国
社
会
科
学
院
経
済
研
究
所
『
中
国
資
本
主
義
工
商
業
的
社
会
主
義
改
造
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
七
八
年
)
、
一
七
一
ペ
ー
ジ
。

(

4

)

木
材
に
つ
い
て
は
近
年
に
な
っ
て
第
一
類
商
品
に
組
み
こ
ま
れ
た
模
様
で
あ
る
。
こ
の
流
通
に
関
し
て
は
、
白
石
和
良
「
中
国
の
林
業
と
木

材
需
給
の
現
状
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察
」
(
『
中
国
経
済
』
一
九
八
三
一
年
五
月
号
)
に
詳
し
い
。

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

九
九



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一O
O

(

5

)

糧
食
を
中
心
と
す
る
農
産
物
の
統
制
に
つ
い
て
は
、
田
島
稿
「
農
産
物
分
配
政
策
」
(
『
中
国
農
政
の
展
開
』
、
日
中
経
済
協
会
、
一
九
七
六

年
)
に
詳
し
い
。

(

6

)

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
一
九
五

0
年
代
の
場
合
は
ほ
ぼ
生
産
量
の
一
(
)
%
前
後
(
李
成
瑞
著
・
川
村
嘉
夫
訳
『
現
代
中
国
の
農
業
税
制

度
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
六
八
年
、
ニ
O
四
ペ
ー
ジ
)
を
占
め
、
以
後
量
的
に
は
据
え
置
か
れ
る
傾
向
に
あ
り
、
今
日
で
は
生
産
量

の
五
%
程
度
と
思
わ
れ
る
。
他
方
、
供
出
・
超
過
供
出
等
を
含
め
た
国
家
の
掌
握
寸
る
商
品
化
糧
食
が
総
生
産
量
に
占
め
る
割
合
は
、
今
日
の

段
階
で
ニ
O
%
弱
と
な
っ
て
い
る
(
後
出
、
第
げ
、
同
表
参
照
)
。

(

7

)

超
過
供
出
に
対
す
る
割
増
金
の
制
度
は
、
現
在
ま
で
に
三
度
の
変
遷
を
へ
て
い
る
と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
「
第
一
回
目
は
一
九
六
O
年
で
、

生
産
隊
が
納
税
・
販
売
す
る
糧
食
の
う
ち
一
定
数
量
を
越
え
た
部
分
に
対
し
一

O
パ
l
セ
ソ
ト
割
増
し
す
る
奨
励
制
度
を
設
け
た
。
し
か
し
一

九
六
一
年
に
糧
食
買
付
価
格
を
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
引
上
げ
た
段
階
で
、
超
過
部
分
に
対
す
る
割
増
し
奨
励
の
や
り
方
は
廃
止
さ
れ
た
。
第
二
回

目
は
一
九
六
五
年
で
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
の
奨
励
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
六
六
年
に
糧
食
買
付
価
格
を
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
引
上
げ
た
段

階
で
、
超
過
部
分
に
対
す
る
割
増
し
奨
励
の
や
り
方
を
や
め
、
納
税
・
供
出
任
務
の
『
三
年
間
固
定
』
、
超
過
部
分
の
半
分
に
対
す
る
物
質
的

奨
励
、
残
り
半
分
に
対
す
る
=
一

o
t五
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
加
算
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
o
第
三
回
目
は
一
九
七
一
年
で
、
糧
食
の
納
税
供
出

任
務
を
『
五
年
間
固
定
』
と
し
、
超
過
部
分
に
対
し
三
O
パ
ー
セ
ン
ト
の
プ
レ
ミ
ア
を
つ
け
る
、
と
い
う
方
法
を
と
っ
た
」
(
許
毅
ほ
か
『
前

掲
書
』
、
一
一
一
一
ペ
ー
ジ
。

(

B

)

戸
籍
と
住
民
票
を
合
わ
せ
た
よ
う
な
内
容
を
も
っ
。
農
村
か
ら
都
市
へ
の
人
口
の
移
動
は
こ
の
「
戸
口
」
管
理
と
糧
食
配
給
の
制
度
に
よ
っ

て
厳
し
く
制
限
さ
れ
る
。

(

9

)

北
京
市
民
に
対
す
る
筆
者
の
聴
取
調
査
に
も
と
づ
く
。
な
お
、
配
給
キ
グ
プ
に
は
有
効
期
限
が
記
入
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
過
ぎ
れ
ば
使
用

で
品
Cι

な
い
。

(
旧
)
肥
育
豚
の
販
売
任
務
は
一
一
政
留
保
・
一
一
鎖
供
出
と
い
っ
た
具
合
に
数
量
が
指
定
さ
れ
る
が
、
強
制
的
性
格
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
二
戸
の
農
家

が
そ
れ
ぞ
れ
一
一
旗
肥
育
し
、
ニ
頭
の
う
ち
一
一
販
を
出
荷
し
、
残
り
一
一
顕
は
共
同
で
消
費
す
る
と
い
っ
た
対
応
も
と
ら
れ
る
(
「
黒
竜
江
省
元
人

民
公
社
員
と
の
面
談
記
録
」
(
中
兼
和
津
次
『
人
民
公
社
制
度
研
究
の
視
角
と
方
法
一
試
論
』
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
所
内
資
料
、
一
九
七
七
年
、

附
属
資
料
)
。



主要農産物18品目の生産者価格引き上げ幅

そ

第 15表

1979年の夏期収穫糧食の出荷時から，平均20%アップ，超過買付

け分は， 20%のうえにさらに50%上乗せ.地区や品目によって，

引さ上げ幅は異なる.

平均25%，超過分はさらに50%上乗せ.

平均15%，超過分はさらに30%上乗せするか，報奨として繰り綿

lキロ当たり lキロの糧食が与えられる.北方の大部分の省・市・

自治区の場合，単位面積当たり収量が低いので， 15%7 ~プ以外

に5%の補助金を出す.

平均26%.

肉用牛，肉用羊・山羊， タマゴ，水産物，テンサイ，サトウキピ，

大麻，ラミー，ヒマシ油，マユ，南方木材，毛竹，黄牛の皮，水

牛の皮は20-50%7~プ.

食

油脂・泊料

綿花 l

豚

の

糧

(=) 

中
総
以
降
の
変
化

中
国
で
は
一
九
七
八
年
二
一
月
の
中
国
共
産
党
一
一
期
三
中
総
に
お
い
て
、

第
日
表
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
平
均
二
四
・
八
%
に
お
よ
ぶ
大
幅
な
農
産
物
生
産

者
価
格
の
引
き
上
げ
が
決
定
さ
れ
、

七
九
年
の
夏
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
う
ち
糧
食
、
食
用
植
物
油
、

お
よ
び
綿
製
品
の
卸
売
も
し
く
は
消
費
者
価
格

に
つ
い
て
は
、
従
来
の
ま
ま
据
え
置
か
れ
た
丸
記
、

こ
れ
ら
の
価
格
は
こ
れ
ま

で
の
ほ
ぼ
末
端
逆
ザ
ヤ
の
状
況
か
ら
完
全
逆
ザ
ヤ
と
な
っ
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、

一
部
の
都
市
で
は
七
八
年
秋
よ
り
、
長
ら
く
閉
鎖
さ
れ
て

い
た
都
市
の
自
由
市
場
が
再
開
さ
れ
た
。
こ
の
動
き
は
七
九
年
に
は
い
る
と
全

国
に
波
及
し
、

そ
れ
に
と
も
な
い
従
来
は
厳
重
な
国
家
統
制
の
も
と
に
置
か
れ

て
い
た
糧
食
、
泊
料
作
物
に
つ
い
て
も
、
農
家
保
有
分
の
一
部
が
都
市
・
農
村

の
自
由
市
場
に
出
ま
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
動
き
に
対
応
し
、

七
九
年
一
一
月
よ
り
一
部
の
農
産
物
、
副
業
製

品
、
特
産
品
、

お
よ
び
雑
貨
類
に
つ
い
て
統
制
(
公
定
)
価
格
制
度
が
撤
廃
さ

れ
、
全
体
と
し
て
協
議
買
付
の
枠
が
拡
大
し
て
い
る
。
ま
た
、
主
要
副
食
品
に

つ
い
て
は
買
付
価
格
の
引
き
上
げ
に
対
応
す
る
措
置
と
し
て
、
公
定
販
売
価
格

が
第
回
表
の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
方
、
副
食
品
価
格
の
引
き
上

O 



主要副食品8品目の全国平均消費者価格引き上げ幅

(1978年価格を基準〉

第 16表

33% 

32% 

33% 

基本的に現地の豚肉の値上げ幅と同様にする.

なるべく値上げをしないか，しでも小幅.

各地で地元の状況に基づいて調整し，厳しく抑える.

豚肉

鶏卵

水産物

牛肉・マトソ

野菜

家畜・牛乳 i

出所 w人民日報JI1979年11月 l日.

O 

げ
に
見
合
う
も
の
と
し
て
、
や
は
り
一
一
月
以
降
、
国
営
企
業
、
国
家
セ
ク
タ
ー
の
職
員
・
労
働

者
を
対
象
に
、
月
五
元
の
副
食
補
助
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
時
期
に
開
催

さ
れ
た
糧
食
部
門
の
全
国
会
議
で
、
生
産
隊
の
保
有
す
る
余
剰
糧
食
に
つ
い
て
も
、
供
出
・
超
過

供
出
の
完
遂
を
条
件
に
自
由
市
場
で
の
販
売
を
認
め
る
方
針
が
出
さ
れ
た
。
同
時
に
こ
う
し
た
部

分
に
対
す
る
国
家
の
「
議
購
・
議
舘
」
(
協
議
買
付
・
協
議
販
売
)
の
制
度
が
新
た
に
設
け
ら
れ

た
。
そ
し
て
生
産
隊
も
し
く
は
自
由
市
場
に
お
い
て
「
議
購
」
さ
れ
た
糧
食
は
、

一
部
が
補
助
金

を
つ
け
て
通
常
の
配
給
ル

l
ト
に
乗
せ
ら
れ
る
ほ
か
、
糧
食
部
門
に
よ
り
糧
庖
も
し
く
は
自
由
市

場
で
配
給
キ
ッ
プ
に
よ
ら
ず
消
費
者
に
対
し
「
議
蛸
」
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
場
合
の

「
議
価
」

(
協
議
買
付
・
販
売
価
格
)
は
市
場
価
格
に
リ
ン
ク
し
た
形
で
設
定
さ
れ
、
公
定
の
買

付
価
格
、
超
過
買
付
価
格
よ
り
も
通
常
か
な
り
高
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
生
産
者
価
格
の
大
幅
引
き
上
げ
を
背
景
に
、

七
九
年
の
作
柄
は
お
お
む
ね
良
好
で
あ
っ

た
が
、
値
上
げ
幅
の
大
小
、
す
な
わ
ち
物
質
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の
大
小
が
生
産
量
の
伸
び
の
多

少
に
反
映
さ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。
と
り
わ
け
経
済
事
情
の
好
転
と
と
も
に
需
要
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
綿
花
の
生
産
が
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
か
ら
、
政
策
当
局
は
七
九
年
ご
一
月
の
段
階
で
早
々
と

綿
花
買
付
価
格
の
再
引
き
上
げ
を
打
ち
出
い
記
。
逆
に
値
上
げ
後
の
七
九
年
秋
に
作
付
け
ら
れ
た

ナ
タ
ネ
は
八

O
年
の
段
階
で
大
豊
作
と
な
り
、
買
付
量
は
国
家
計
画
を
四
八
%
上
ま
わ
り
倉
庫
が

不
足
す
る
事
態
と
な
っ
た
。
ま
た
牛
乳
に
関
し
て
も
一
部
地
域
で
買
付
け
能
力
を
上
ま
わ
る
過
剰



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一O
三

ハ
7
)

生
産
が
起
き
た
と
伝
え
ら
れ
た
。

価
格
体
系
の
手
直
し
に
よ
る
生
産
調
整
は
一
九
五

0
年
代
初
頭
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
後
統
制
(
作
付
け
強

制
)
の
徹
底
と
と
も
に
こ
う
し
た
相
対
価
格
の
調
整
の
問
題
は
表
面
的
に
は
姿
を
消
し
た
。
今
日
に
至
っ
て
改
め
て
問
題
化
し
た
こ
と

は
、
末
端
の
生
産
隊
の
側
で
作
付
け
自
主
権
を
一
定
程
度
回
復
し
、
価
格
政
策
の
当
否
、
が
生
産
に
直
接
反
映
さ
れ
る
事
態
に
な
っ
た
と

い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
傾
向
は
八

O
年
以
降
の
い
わ
ゆ
る
「
生
産
責
任
制
」

(
8〉

質
的
な
経
営
主
体
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
も
加
速
さ
れ
て
い
る
。

の
導
入
に
と
も
な
い
、
個
別
農
家
が
農
業
の
実

さ
て

一
九
八

O

八
一
年
と
中
国
の
農
業
生
産
は
全
体
と
し
て
伸
び
悩
み
、

」
れ
を
契
機
に
糧
食
流
通
の
統
制
緩
和
政
策
は
困
難

な
局
面
を
迎
え
た
模
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
第
一
に
、
相
対
価
格
の
不
利
化
を
反
映
し
、
糧
食
の
作
付
面
積
が
減
少
し
、
生
産
量
も
相
対
的
に
低
下
す
る
と
い
う
事
態

が
起
き
て
い
る
(
第
口
表
参
閉
じ
。

第
二
に

生
産
責
任
制
の
導
入
に
よ
り
多
く
の
地
域
で
納
税
・
供
出
の
主
体
が
生
産
隊
か
ら
個
別

農
家
に
代
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
糧
食
当
局
の
対
象
と
す
る
単
位
が
飛
躍
的
に
増
大
し
、
管
理
が
ゆ
き
届
か
な
く
な
っ
て
い
る
。
こ
の
た

め
供
出
量
が
不
足
し
、

そ
の
分
超
過
供
出
が
ふ
え
る
と
い
う
事
態
が
広
範
に
み
ら
れ
る
(
第
回
表
参
照
)
。

す
な
わ
ち
末
端
農
家
に
お

い
て
生
産
量
が
不
足
す
る
と
の
虚
偽
の
申
告
を
行
な
い
、
供
出
の
が
れ
の
部
分
に
つ
い
で
は
他
家
の
名
義
で
超
過
買
付
も
し
く
は
協
議

寅
付
に
寄
せ
て
販
売
し
、
通
常
の
供
出
と
の
差
額
を
稼
ぐ
と
い
う
対
応
が
と
ら
れ
た
結
果
と
思
わ
れ
る
。

第
三
に
、
糧
食
の
自
由
な
流
通
が
部
分
的
で
は
あ
れ
認
め
ら
れ
、
市
場
価
格
や
協
議
賀
付
価
格
が
成
立
す
る
よ
う
に
な
る
と
、
農
家

お
よ
び
生
産
隊
に
と
っ
て
は
公
定
の
供
出
価
格
も
し
く
は
超
過
供
出
価
格
と
、
同
一
品
目
の
市
場
価
格
・
協
議
買
付
価
格
、
さ
ら
に
は

自
家
消
費
の
場
合
の
機
会
見
即
と
の
違
い
が
重
大
問
題
と
な
る
。
市
場
販
売
ま
た
は
協
議
買
付
に
お
け
る
価
格
札
側
、
豚
肉
価
格
の
如



第 17表主要農作物作付面積・生産量

作付面積(単位:万ha)

1952 I 57 1 65 1 76 I 79 1 80 1 81 1 82 

糧食作物合計 12，3ヲ日 13，363 ll，963l12四 1
1~間 11， 723h 1， 496 11，340 

うち米(籾〕 2，83B 3，221 2， 982' 3， 622! 3，387 3， 3871 3， 329 3，303 

小麦 2，478 2，754 2，471! 2，8421 2，936 2， 8231 2，831 2，794 

トウモロコシ 1，257 1，497 1，567 1，923 2，013 2，035 1，942 1，851 

イモ類 869 1，043 1，118 1，037 1，095 1，015 962 936 

大豆 1，168 1，270 859 669 725 723 802 841 

経済作物合計 1，249 1，446 1，221 1，372 1， 477! 1， 592 1，756 1，879 

うち綿花 558 578 500 493 519 582 

落花生 180 254 185 184 2011 234 247 242 

ナタネ 186 231 182 235 2761 284 380 412 

ゴマ 106 94! 66 56 84 77 82 96 

サトウキピ 18 27i 35 54 51 48 551 65 

テンサイ 4 16 17 36 33 44 44 46 

タノミコ 19 36 33 54 51 40 59
1 
89 

ジュート・ケナフ 16 14 11 33 36 31 31 25 

生産量(単位:万 t)

57 1 65 1 76 1 79 1 80 1 81 82 

糧食作物合計 16，390 28，631 33，211 32， 056!32， 502 35，343 

うち米(籾〉 6，845 8， 6801 8， 720 12，581 14，375 13，991114，396 16，124 

小麦 1，815 2， 360， 2， 522 5，039 6，273 5，5211 5，964 6，842 

トウモロコシ 1，685 2，146 2，365 4，816 6，∞4 6，260 5，921 6，030 

イモ類 1，633 2， 185 1，985 2，666 2，846 2，873 2，5ヲ7 2，668 

大豆 950 1，014 615 664 746 794 933 903 

経済作物合計

うち綿花 130 210 206 221 271 360 

落花生 232 257
1 
193 187 282 360 383 392 

ナタネ 93 89 109 135 240 23B 407 566 

ゴマ 48 31
1 
26 23 42 26 51 34 

サトウキピ 712 1 ， 0391 1， 339 1，663 2，151 2，281 2，967 3，688 
テソサイ 48 150 198 293 311' 631 636 671 

~ .....~コ 22 26 37 84 8Ji 72 128 185 

ジュート・ケナフ 31 30 28 73 lサ 110 126 106 
出所:前掲『中国統計年鑑1983~ ， 154-163ページ.

O 
四



第 18表納税・供出の達成状況と i差ザヤ補填

納税・供出 糧食買付総量のうち 20余種注1)の商品に対する赤字補撰

年 次 基 数 I達成率公定供出注価2格)に うち糧食・食用植物油・

によるもの るもの
綿花に対す

よるもの
る補填(億 I 糧食に対する(万 t)I (?の (50) (50) I (50) (億元)
元) 補棋 (億元)

1978 68.5') 28.92】 2.62) 78.68') 37.8') 

79 3，5α)1) 94.6') 49.52) 42.2') 8.32) 146.61') 79.6') 

80 3，4351) 82.4') 46.5') 39.1') 14. 42) 208.91') 128.42) 96') 
(2，777万t)り (2，335万 t)4) (860万 t)3)

81 3，0401) 日u(予想)1) 321. 752) 162.6') 

出所:1) 夏長文「収購糧油定基数超購部分実行加価弁法ili'-符改進J(W財貿経済J]1982年第9期).
2) 許毅ほか『前掲書J]， 217ページ.

3) 梁延「中国的糧食分配和管理J(11中国経済年鑑1982J]，経済管理雑誌社， 1982年).
4) 2)および 3)の記述から計算 なおこうして計算された198C年の糧食買付総量は 5，972万t主なり， 11中国統計年鑑
1981J]で示された暦年・貿易糧表示の「社会長副産品買付量J6，129万 t，11中国統計摘要1983J]で示された暦年・貿易
糧表示の「全人民所有制商業農副産品質付量J5，707万tとは若干異なる数字となっている.

注. 1) 石炭，化学肥料といった財に対する補填も含まれていると思われるので，その性格については一概にいえぬ.

2) 現物税も含まれるものと思われる. 

.ë:~~'主主召・穏期主主司会j堤!-R出襲j ttJ Q~1E撃事例~~強権限tu 制.，Q...J~~'軍事ムJ ..J ν判断量~U梢 4ミF .>J'; 

Ç\~垣-@:~会当lT挨よさ 1良心剥恥tO。

首長田辺'謀*-1Þ壇縫.>J母性~.J!恩恵縫・1E感恩~Q時運会ι0' 岨革担~u' .，p...J v~国縫合:;"f'- Q堤明会J~腎υ' 廻~;会

蝋~U剰憶がtO.>J三小悌鎖t会長心兵の。但恒1E瞭u縦併の控*唱~Q壬ト土2~騒然・JN;~QIモ醍併記包囲3長身:;，'r¥Q).0 

.g..困Q稲葉臨g$-¥J鼠照・思君主古語源 10同



第 19表主要農産物の年次別輸出入状況
〈単位 1，∞0メートルトン〉

J 1972戸 i-7 6 1 77 1 -78 1 79 1 80 1 81') 
全穀物輸入 山 213，4591 2，0611 6，838 
アノレゼ γ チン

オーストラり 7

141 172 -1 8501 1911 9121 6651 126 

11，叫矧12，知12，4悶丸田31 2，0181 1，285 

カナダ 13， 687) 1， 9221 兜 713，∞31 口吋 2，7421 2，6判 3，142
米国2)1 941! ー|ー-， 3， 348; 3， 9951 8，0361 8，085 

その他 -1 25')1 140')1 -1 601 185')1 1573)1 8873) 

小麦輸入 4，252 3，33ヲ 7，985 い門 11，659，1μ55 
アノレ寸fンチン 65 -1 850 885: 6651 126 

オーストラリア 1，352 934， 2，985 2，435 2，9681 1，9981 1，261 

カ ナ ダ 3，687 1，922 987 3，003 3，275 2，751 2，627 3，065 

米 国2) 565 -1 2，275 1，604 6，369 7，617 

そ の 他 79 5865) 

粗粒穀物輸入 390 951 1，324 2，517 1，828 762 

アノレぺfンチン 14 95 191 27 O 

オーストラり 7 65 20 24 

タ イ 60 34 141 140 

米 国2) 376 -1 1，073 2，391 1，667 468 

米 輸 出 1，556 1，ヲ64 1，446 1，033 1，435 1，053 1，053 600 

大豆輸出 370 330 178 120 101 31ヲ1) 125 125 

日 本 254 240 133 98 80 267 100 113 

大豆輸入 2 36 25 364 109 532 665 512 

米 国 55 57 412 665 473 

大豆油輸入 10 11 13 166 108 112 120 59 

粗糖輸入 74ヲ 313' 635 1，750 1，408 996 927 ヲ71

綿花輸入。 425 193 142 348 479 849 566 

出所:USDA， People's Republic of China， Agricultural Sitzωtion， 1980， 
1981， 1982年版より作成.

注.1.1)はゼロまたは無視しうる値.
(2) 1) 暫定値または推計値.

2) 置接輸出にカナダからの積み出しを加えたもの.

3) 米の輸入も含む.

の その年の B月から始まる年度.
5) EC. 

O 
.ιd・
/、



万
ト
ン
を
こ
え
る
穀
物
の
純
輸
入
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
(
第
四
表
参
照
)
、

他
方
、
第
凶
表
で
示
し
た
よ
う
な
、

逆
ザ
ヤ
赤
字
補
填
金

足
故
に
高
い
市
場
価
格
で
糧
食
を
購
入
せ
ざ
る
を
え
な
い
者
、
逆
に
キ
ッ
プ
に
よ
る
配
給
が
不
要
も
し
く
は
配
給
の
内
容
に
不
満
な
者

が
含
ま
れ
る
以
上
、
配
給
キ
ッ
プ
の
流
通
・
取
引
が
成
立
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
通
常
で
あ
れ
ば
死
蔵
さ
れ
る
キ
ッ
プ
が

活
用
さ
れ
、

そ
れ
に
見
合
う
商
品
糧
を
余
計
に
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
国
家
は
糧
食
の
ヤ
ミ
還
流
の
み
な
ら
ず
キ
ツ

プ
の
流
通
に
つ
い
て
も
禁
ず
る
こ
と
に
な
る
。

さ
て
以
上
の
現
象
は

一
方
で
消
費
者
保
護
す
な
わ
ち
低
価
格
に
よ
る
糧
食
の
供
給
を
前
提
と
し
、
他
方
で
農
民
に
対
し
一
定
の
譲

歩
を
行
な
い
、
価
格
引
き
上
げ
や
奨
励
金
の
付
与
、

さ
ら
に
は
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
導
ス
と
い
っ
た
形
で
経
済
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
ざ
る
を
え
な
い
政
策
当
局
の
ジ
レ
ン
マ
に
起
因
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

そ
の
結
果
は
一
方
で
こ
こ
数
年
の
年
一

0
0
0

の
激
増
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
膨
大
な
額
に
の
ぼ
る
補
填
金
は
、

こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
に
基
本
的
に
生
産
者
価
格
と
消
費
者
価
格
の
逆
ザ
ヤ
に
起
因
す
る
も

の
で
あ
り
、
構
造
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
超
過
買
付
、
協
議
貿
付
に
よ
る
赤
字
の
上
の
せ
が
あ
り
、

い
わ
ば
日
本
の
食
管
赤

字
に
相
当
す
る
糧
食
部
門
の
赤
字
は

一
九
八

O
年
の
段
階
で
国
家
の
財
政
支
出
一
二
一
二
億
元
(
後
出
第
幻
表
参
照
)
の
約
八
%
、

綿
花
・
綿
製
品
、
食
用
植
物
油
を
加
え
れ
ば
約
一
一
%
、
さ
ら
に
化
学
肥
料
等
に
対
す
忍
逆
ザ
ヤ
補
填
も
含
め
れ
ば
、
約
一
七
%
を
占

め
る
。
ま
た
こ
の
う
ち
、
糧
食
、
綿
花
・
綿
製
品
、
お
よ
び
食
用
植
物
油
の
赤
字
の
場
合
、

%
と
増
加
し
て
い
る
。

一
九
八
一
年
に
は
国
家
財
政
支
出
の
一
五

さ
ら
に
こ
の
ほ
か
農
産
物
の
流
通
・
価
格
政
策
に
関
し
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
国
家
計
画
の
混
乱
と
み
ら
れ
る
こ
つ
の
象
徴
的

な
事
態
を
取
り
あ
げ
、
政
策
当
局
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
に
つ
い
て
の
認
識
を
補
強
し
て
お
こ
う
。

一
つ
は
ピ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
の
間

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一O
七



〈単位:元〉

生豚平均飼育コスト
格生豚(買lヲ付78年価! 生豚飼育純収益

をl∞とす 労働費を除〈注) I 労働費を含む
る〕

% lMm|l頭[拘l頭あたり あたり i あたり あたり

1978ω 64.73 1. 06 0.58 13.12 7.19 

1979(S) 126.5ヲ 67.84 124.4 20.42 10.94 41. 29 22.12 

(S:トω 8.54 3.11 24.4 19.36 10.36 28.17 14.93 

価格引き上げ前後の養豚経営第20表

出所:許毅ほか『前掲書.!I， 115ページ.

注.労働費の評価方法については不明.

一O
八

題
で
あ
り
、
他
の
一
つ
は
タ
パ
コ
専
売
政
策
の
不
徹
底
の
問
題
で
あ
る
。

ピ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
は
一
九
七
九
年
の
豚
肉
生
産
者
価
格
〈
二
六
%
〉
、
同
消
費
者

価
格
(
一
三
二
%
)
の
引
き
上
げ
に
と
も
な
っ
て
発
生
し
た
。
第
却
表
で
示
し
た
ご
と
く
、

七
八
年
以
前
の
養
豚
経
営
は
、
主
と
し
て
農
家
副
業
と
し
て
行
な
わ
れ
、
機
会
費
用
の

安
い
労
働
力
の
動
員
に
よ
り
か
ろ
う
じ
て
成
立
し
て
い
た
模
様
で
あ
り
、

し
か
も
前
述

の
よ
う
に
半
ば
強
制
的
な
買
い
付
け
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。

そ
し
て
供
給
が
不
足
す
る

地
域
で
は
「
肉
票
」
(
肉
類
配
給
キ
ッ
プ
)
も
し
く
は
「
肉
証
」
(
肉
類
通
帳
)
に
よ
る

配
給
が
行
な
わ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
七
九
年
の
生
産
者
・
消
費
者
両
価
格
引
き
上
げ

以
降
、
状
況
は
一
変
し
、
肥
育
豚
の
出
荷
頭
数
(
あ
る
い
は
出
荷
希
望
頭
数
)
は
ふ
え

た
も
の
の
、
消
費
は
伸
び
ず
、
こ
の
た
め
商
業
部
門
は
買
い
付
け
を
制
限
せ
ざ
る
を
え

な
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
生
産
者
の
生
産
意
欲
は
減
退
し
一
転
し
て
生
産
・
出
荷
が
減

少
し
た
。
こ
う
し
た
事
態
に
対
し
政
策
当
局
は
出
荷
奨
励
措
置
を
講
じ
ざ
る
を
え
な
く

(

げ

)

な
っ
て
い
る
。

以
上
の
状
況
に
対
し
中
国
で
は
、
主
と
し
て
流
通
の
ネ
ッ
ク
、
す
な
わ
ち
買
付
制
度

や
保
存
設
備
の
問
題
と
い
う
形
で
議
論
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
が
、
以
下
に
引
用
す
る
社

会
科
学
院
社
会
学
研
究
所
の
陳
道
副
所
長
の
説
明
が
、
も
っ
と
も
正
鵠
を
射
た
も
の
で

(

凶

)

あ
ろ
う
。



「
肉
類
の
小
売
販
売
価
格
を
引
き
上
げ
て
以
降
、
職
員
・
労
働
者
に
対
し
副
食
補
助
の
方
法
を
講
じ
た
。

そ
し
て
豚
肉
の
供
給
が

増
加
し
て
以
後
、

再
び
肉
の
価
格
を
引
き
下
げ
た
。

今
春
(
一
九
八

O
年
|
|
引
用
者
)
、
北
京
な
ど
の
都
市
で
み
ら
れ
た
こ
と

は
次
の
通
り
。
す
な
わ
ち
、
豚
肉
価
格
の
引
き
上
げ
後
と
引
き
上
げ
以
前
の
前
年
同
期
を
比
べ
る
と
、
豚
肉
の
小
売
販
売
額
は
ほ

と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。
肉
の
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
る
一
方
、
豚
肉
の
小
売
販
売
の
量
が
減
少
し
た
た
め
で
あ
る
。
こ
れ
は

-
:
:
需
要
・
供
給
の
価
格
弾
性
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
。
現
実
問
題
と
し
て
、
少
額
の
副
食
補
助
で
は
肉
類
そ
の
他
の
物
価
上
昇
分

を
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
一
部
の
低
所
得
の
消
費
者
に
お
い
て
は
、
食
料
支
出
を
切
り
つ
め
、
自
転
車
、
テ
レ
ビ
等
の
耐

久
消
費
財
を
購
入
す
る
状
況
も
み
ら
れ
る
。
肉
類
の
消
費
を
決
定
す
る
も
の
と
し
て
、
流
通
過
程
の
問
題
等
の
要
因
も
当
然
な
が

ら
あ
る
。
私
見
に
よ
れ
ば
、
主
要
な
要
因
は
消
費
者
の
所
得
水
準
と
肉
類
の
価
格
の
高
低
で
あ
る
。
」

こ
こ
か
ら
、
副
食
品
消
費
に
お
け
る
所
得
・
価
格
弾
性
、

さ
ら
に
は
他
の
消
費
財
を
購
入
す
る
機
会
お
よ
び
代
替
品
目
と
の
交
叉
弾

性
が
、
す
で
に
中
国
に
お
い
て
切
実
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
み
て
と
れ
よ
う
。

次
に
タ
パ
コ
専
売
の
問
題
に
つ
い
て
。
従
来
よ
り
第
二
類
商
品
と
し
て
の
タ
パ
コ
の
流
通
は
国
家
に
よ
る
派
購
〈
契
約
買
付
)
に
よ

り
、
ま
た
加
工
段
階
に
お
け
る
高
率
課
税
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
七
九
年
の
農
産
物
価
格
引
き
上
げ
に
さ
い
し
タ
バ
コ
の
買

付
価
格
は
据
え
置
か
れ
、
相
対
価
格
が
不
利
化
し
た
た
め
、

七
九
、

八
O
年
と
作
付
面
積
・
生
産
量
と
も
低
下
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

加
え
て
農
村
工
業
の
振
興
政
策
に
よ
り
現
地
加
工
が
伸
展
し
た
た
め
、
既
存
の
銘
柄
商
品
・
輸
出
商
品
を
生
産
す
る
園
、
営
工
場
で
は
、

原
料
の
確
保
が
困
難
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
政
府
は
八
一
年
よ
り
葉
タ
バ
コ
の
買
付
価
格
を
二

O
%引
き
上
げ
、
生
産
を
刺
激
す
る
と

〈

印

〉

(

却

)

も
に
、
農
村
に
お
け
る
タ
パ
コ
加
工
工
場
の
新
設
を
禁
止
し
、
既
存
企
業
の
整
頓
・
転
業
を
促
し
、
か
っ
「
タ
パ
コ
産
業
の
集
中
管

理
を
強
化
し
、
市
場
に
お
け
る
巻
タ
パ
コ
の
供
給
を
改
善
し
、
骨
恥
ん
い
貯
砂
恥
ル
ふ
り
掛
」
加
わ
』
わ
か
小
、
い
、
タ
パ
コ
産
業
に
対
し
国
家
亭

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一O
九



需
要
は
大
き
い
。
農
村
の
側
で
も
原
料
と
し
て
葉
タ
パ
コ
を
出
荷
す
る
よ
り
は
加
工
し
て
附
加
価
値
を
つ
け
、

た
と
え
安
売
り
で
あ
っ

中
園
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

営
を
実
施
す
る
よ
う
決
定
」
(
傍
点
1
1
1
引
用
者
)
し
た
。

一一

O

(n〉

こ
の
結
果
、
葉
タ
バ
コ
の
生
産
は
過
剰
と
な
り
、
政
府
と
し
て
作
付
面
積
の
抑
制
に
乗
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
タ
パ
コ
専
売
は
進
ま
ず
、
農
村
工
業
に
よ
る
「
計
画
外
」
商
品
の
安
売
り
攻
勢
の
前
に
、
既
存
銘
柄
商
品
の
販
路
が
お
び
や
か
さ
れ

る
事
態
と
な
っ
て
い
が
)
。
銘
柄
タ
バ
コ
の
消
費
者
価
格
が
割
高
に
設
定
さ
れ
て
い
る
た
め
、
消
費
者
の
側
で
は
安
い
タ
バ
コ
に
対
す
る

た
と
し
て
も
製
品
と
し
て
販
売
し
た
方
が
雇
用
の
確
保
に
と
っ
て
も
有
利
で
あ
る
。

政
府
と
し
て
は
折
か
ら
の
財
政
危
機
を
前
に
、
引
用
で
み
た
よ
う
に
財
源
確
保
の
面
で
タ
パ
コ
専
売
を
徹
底
さ
せ
た
い
と
こ
ろ
で
あ

る
。
し
か
し
中
国
の
場
合
、

日
本
の
タ
パ
コ
専
売
の
よ
う
な
独
占
利
潤
確
保
の
た
め
の
厳
重
な
流
通
管
理
体
制
を
と
れ
る
状
況
に
な
い
、

と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
か
。

個
人
消
費
に
対
す
る
直
接
続
制
に
は
も
と
よ
り
困
難
な
問
題
が
あ
り
、
消
費
者
主
権
的
状
況
を
一
定
程
度
容
認
せ
ざ
る
を
え
ず
、
他

方
で
生
産
者
に
対
し
経
済
外
的
強
制
を
加
え
て
い
く
こ
と
も
、
も
は
や
中
国
で
は
難
し
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た

消
費
者
、
生
産
者
に
お
け
る
自
主
性
を
認
め
ざ
る
を
え
な
い
状
況
の
も
と
、
安
易
な
価
格
体
系
の
改
訂
は
予
期
せ
ぬ
過
不
足
の
発
生
、

あ
る
い
は
ピ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
の
発
生
、
専
売
の
不
徹
底
と
い
っ
た
形
で
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
る
反
撃
を
受
け
ざ
る
を
え
な
い
。

政
策
当
局
と
し
て
も
低
価
格
・
強
制
供
出
と
は
別
の
意
味
の
難
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

注
(

l

)

綿
糸
・
綿
布
に
関
し
て
は
一
九
八
三
年
一
月
よ
り
、
化
繊
価
格
の
引
き
下
げ
と
同
時
に
消
費
者
価
格
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
逆
ザ
ヤ
の

状
況
も
改
善
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
三
年
一
月
一
九
日
)
。

(

2

)

超
過
供
出
が
実
質
的
に
強
制
的
な
性
格
を
も
っ
点
に
つ
い
て
は
、
田
島
稿
「
中
国
の
土
地
刺
用
と
労
賃
・
地
代
」
(
『
ア
ジ
ア
経
済
』
第
二
三

巻
第
二
号
)
に
詳
し
い
。



(

3

)

生
産
隊
の
自
由
市
場
参
入
を
容
認
す
る
こ
う
し
た
方
針
は
、
後
述
の
よ
う
な
供
出
制
度
の
混
乱
等
に
よ
り
一
九
八
一
年
の
段
階
で
後
退
し
、

第
一
類
商
品
に
つ
い
て
は
生
産
隊
等
の
集
団
に
よ
る
持
ち
込
み
が
禁
じ
ら
れ
た
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
一
年
一
月
一
六
日
)
。

(

4

)

田
島
稿
「
農
政
の
動
向
と
農
業
生
産
」
(
『
中
国
の
長
期
経
済
計
画
に
お
け
る
農
業
展
望
』
、
日
中
経
済
協
会
、
一
九
八

O
年
)
参
照
。

(

5

)

『
人
民
日
報
』
一
九
七
九
年
一
二
月
二
五
日
付
社
説
。

(

6

)

同
、
一
九
八

O
年
八
月
五
日
。

(

7

)

問
、
一
九
八

O
年
六
月
一
一
ニ
目
。

(

B

)

生
産
量
の
増
大
を
狙
っ
た
価
格
調
整
は
、
一
九
八
一
年
の
大
豆
、
タ
バ
コ
の
生
産
者
価
格
引
き
上
げ
等
の
形
で
引
き
続
き
行
な
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
う
ち
大
豆
に
つ
い
て
は
統
購
(
計
画
寅
付
)
価
格
を
超
過
買
付
価
格
の
水
準
に
五

O
%引
ぎ
上
げ
、
あ
わ
せ
て
超
過
買
付
の
制
度
を
撤
廃

す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
(
梁
延
「
中
国
的
糧
食
分
配
和
管
理
」
〔
『
中
国
経
済
年
鑑
一
九
八
二
』
、
中
国
経
済
管
理
雑
誌
社
、
一
九
八
二
年
〕
)
。

タ
バ
コ
に
つ
い
て
は
後
に
詳
し
く
触
れ
る
。

(

9

)

超
過
供
出
に
対
す
る
割
増
金
の
制
度
は
、
そ
も
そ
も
限
界
費
用
の
逓
増
を
補
償
し
、
集
約
的
な
生
産
を
奨
励
す
る
こ
と
に
設
置
の
主
旨
が
あ

る
(
藤
暮
橋
『
中
国
社
会
主
義
経
済
問
題
研
究
』
、
人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
二
二
七
ペ
ー
ジ
)
。
現
行
の
納
税
・
供
出
の
割
り
当
て
は
、

基
本
的
に
一
九
七
一
年
段
階
の
土
地
分
級
に
も
と
づ
く
も
の
で
(
中
共
中
央
「
関
於
加
強
農
業
発
展
若
干
問
題
的
決
定
」
〔
『
人
民
日
報
』
一
九

七
九
年
一

O
月
六
日
〕
)
、
枠
が
固
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
間
の
技
術
発
展
等
に
よ
っ
て
生
産
力
が
高
め
ら
れ
た
地
域
の
場
合
、
高
め

ら
れ
た
部
分
が
そ
の
ま
ま
超
過
寅
付
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。

(
日
)
公
社
員
に
対
す
る
糧
食
の
分
配
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
上
限
が
設
け
ら
れ
て
い
た
が
、
生
産
責
任
制
の
普
及
と
と
も
に
一
九
八

O
年
の
段

階
で
撤
廃
さ
れ
た
模
機
で
あ
る
。

(
け
)
自
由
市
場
に
供
給
さ
れ
る
糧
食
は
建
前
上
、
税
を
納
め
供
出
義
務
を
果
た
し
飯
米
等
を
差
し
引
い
た
残
り
の
部
分
で
あ
る
。
一
方
、
需
要
の

側
は
、
未
成
年
者
が
多
く
配
給
で
は
不
足
す
る
家
庭
、
許
可
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま
農
村
か
ら
都
市
に
や
っ
て
き
た
住
民
、
雑
穀
の
配
給
を
嫌
い

米
・
小
麦
等
を
選
好
す
る
家
庭
、
そ
れ
に
欠
糧
農
家
、
家
庭
副
業
で
渡
厚
飼
料
を
必
要
と
す
る
農
家
等
で
あ
る
。
需
要
・
供
給
と
も
全
体
か
ら

み
れ
ば

7
1
ジ
ナ
ル
な
部
分
で
あ
る
が
、
通
常
の
市
場
均
衡
価
格
は
公
定
買
付
価
格
を
か
な
り
上
ま
わ
る
水
準
に
あ
る
。

(
ロ
)
米
作
地
帯
で
は
米
を
エ
サ
と
し
て
使
用
す
る
事
態
も
み
ら
れ
、
米
・
小
麦
と
い
う
た
消
費
者
の
噌
好
す
る
品
目
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
政
策
当
局
に
と
っ
て
頭
の
痛
い
事
態
と
な
っ
て
い
る
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
一
年
四
月
九
日
)
。

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策
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(
悶
〉
糧
食
部
・
国
家
物
価
総
局
「
関
於
経
営
議
価
糧
泊
有
関
問
題
的
通
知
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
一
年
第
六
期
〉
。

(
凶
)
中
国
で
は
日
本
の
食
管
制
度
に
み
ら
れ
る
特
別
会
計
の
方
式
を
と
ら
ず
、
逆
ザ
ヤ
の
問
題
ば
糧
食
企
業
も
し
く
は
商
業
企
業
の
財
務
問
題
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
コ
す
な
わ
ち
、
糧
食
の
逆
ザ
ヤ
に
つ
い
て
は
糧
食
企
業
の
赤
字
、
綿
花
の
逆
ザ
ヤ
に
つ
い
て
は
商
業
企
業
に
お
け
る
そ
の
他

の
品
目
と
の
プ
ー
ル
計
算
に
よ
り
、
赤
字
も
あ
れ
ば
黒
字
も
あ
る
、
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
る
。
そ
し
て
黒
字
の
場
合
に
は
利
潤
上
納
に
よ
り

国
家
の
歳
入
増
と
な
り
、
赤
字
の
場
合
に
は
欠
損
の
上
納
、
具
体
的
に
は
プ
ー
ル
さ
れ
た
歳
入
か
ら
の
控
除
と
い
う
形
で
、
国
家
に
と
っ
て
は

歳
入
滅
と
な
る
。
し
た
が
ワ
て
農
産
物
の
逆
ザ
ヤ
に
関
す
る
中
国
の
記
述
に
は
、
赤
字
補
棋
の
た
め
に
国
家
が
い
く
ば
く
か
の
支
出
を
し
た
と

い
う
書
き
方
と
、
赤
字
補
填
に
よ
っ
て
歳
入
が
い
く
ば
く
か
減
少
し
た
と
い
う
表
現
が
混
在
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
注
意
を
要
す
る
(
王
丙

乾
「
関
於
一
九
八
二
年
国
家
予
算
執
行
情
況
和
一
九
八
三
年
国
家
予
算
草
案
的
報
告
」
〔
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
二
年
第
二

O
号
〕
な
ど
参
照
)
。

な
お
中
国
で
は
一
九
八
三
年
六
月
よ
り
国
営
企
業
の
財
務
に
関
し
、
「
利
改
税
」
す
な
わ
ち
企
業
所
得
税
を
新
設
し
別
潤
上
納
に
代
え
た
が
、

糧
食
企
業
、
労
改
企
業
(
労
働
改
造
関
係
の
企
業
)
に
つ
い
て
は
「
全
面
的
に
赤
字
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
例
外
と
し
て
従
来
通
り
利
潤
上
納

方
式
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
(
財
政
部
「
関
於
全
国
利
改
税
工
作
会
議
的
報
告
」
〔
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
三
年
第
二
号
〕
)
。

(
同
)
王
丙
乾
「
前
掲
報
告
」
。

(
は
山
)
陳
道
、
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
一
九
七
八
年
以
前
の
養
豚
経
営
を
め
ぐ
る
状
況
は
以
下
の
ご
と
く
。
「
農
村
の
労
働
力
に
他
の
活
路
が
あ
る

な
ら
ば
、
往
々
に
し
て
養
豚
は
好
ま
れ
な
い
。
都
市
近
郊
の
所
得
水
準
の
高
い
農
村
で
は
、
し
ば
し
ば
こ
う
し
た
状
況
が
み
ら
れ
た
」
(
「
同
論

文
」
、
一
一
二
ハ
ベ

1
ジ)。

(
げ
)
農
業
部
、
商
業
部
「
関
於
当
前
生
猪
生
産
情
況
的
緊
急
報
告
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
一
年
第
五
号
)
。

(
問
)
陳
道
「
前
掲
論
文
」
、
一
二
五
ペ
ー
ジ
。

(
川
口
)
国
家
農
委
「
関
於
積
極
発
展
農
村
多
種
経
営
的
報
告
」
(
『
半
月
談
』
一
九
八
一
年
第
八
期
)
。

(
却
)
園
務
院
「
関
於
社
隊
企
業
貫
徹
国
民
経
済
調
整
方
針
的
若
干
規
定
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
一
年
第
九
号
)
。

(
引
)
軽
工
業
部
「
関
於
実
行
煙
草
専
営
的
報
告
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
一
年
第
一

C
号)。

(
辺
)
『
中
華
人
民
共
和
国
国
民
経
済
和
社
会
発
展
第
六
個
五
年
計
画
一
九
八
一
一
九
八
五
』
(
人
民
出
版
社
、
一
九
八
三
年
)
、
三
六
ペ
ー
ジ
。

(
お
)
国
家
物
価
局
、
中
国
煙
草
総
公
司
「
関
於
堅
決
制
止
巻
煙
降
価
競
鉛
的
報
告
」
(
『
国
務
院
公
報
』
一
九
八
三
年
第
一
七
号
)
。



明
白
に
存
在
し
労
働
力
移
転
が
制
限
さ
れ
、
国
家
に
よ
る
逆
、
ザ
ヤ
補
填
が
行
な
わ
れ
て
い
る
状
況
か
ら
判
断
し
、

生
産
者
価
格
は
低
く

四

む

す

ぴ

|
|
中
長
期
計
画
に
お
け
る
食
料
・
農
業
政
策
|
l

消
費
サ
イ
ド
か
ら
中
国
農
業
を
み
る
と
、
第
二
章
の
食
料
需
給
表
等
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
糧
食
の
一
人
あ
た
り
直
接
消

費
は
頭
打
ち
の
傾
向
に
あ
り
、
副
食
と
り
わ
け
動
物
性
食
品
の
消
費
は
逆
に
増
大
す
る
趨
勢
に
あ
る
。
ま
た
食
料
消
費
全
体
で
み
れ
ば
、

消
費
支
出
に
対
す
る
弾
性
値
は
き
わ
め
て
高
く
、
所
得
・
消
費
水
準
の
向
上
に
と
も
な
い
、
今
後
し
ば
ら
く
は
高
い
レ
ベ
ル
の
需
要
の

伸
び
が
見
込
ま
れ
る
。

食
料
の
う
ち
糧
食
の
場
合
、
雑
穀
・
イ
モ
類
の
直
接
消
費
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
所
得
水
準
に
も
よ
る
が
主
食
と
し
て
は
全
般
的
に

劣
等
財
化
し
て
い
る
。
他
方
、
米
・
小
麦
に
つ
い
て
は
配
給
量
が
不
足
す
る
事
態
が
み
ら
れ
、

と
く
に
小
麦
に
つ
い
て
は
年
一

0
0
0

万
ト
ン
程
度
の
輸
入
が
行
な
わ
れ
て
い
る
な
ど
、
現
行
価
格
体
系
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
需
給
不
均
衡
の
状
況
に
あ
る
模
様
で
あ
る
。

配
給
制
度
に
即
し
て
い
う
な
ら
ば
、
米
・
小
麦
に
つ
い
て
は
供
給
を
制
限
し
、
い
わ
ば
需
要
を
強
制
的
に
押
え
こ
む
と
い
う
点
で
は
、

割
安
な
供
給
価
格
が
設
定
さ
れ
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
他
方
、
雑
穀
・
イ
モ
類
に
関
し
て
は
、
米
-
小
麦
と
代
替
関
係
に
あ
る
以
上
、

こ
れ
ら
と
の
相
対
価
格
を
踏
ま
え
た
議
論
が
必
要
に
な
る
が
、
現
行
価
格
体
系
を
前
提
と
す
る
か
ぎ
り
、
需
要
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

と
も
あ
れ
、
糧
食
は
直
接
消
費
に
関
し
全
体
と
し
て
劣
等
財
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
し
か
も
農
工
聞
の
所
得
格
差
が

抑
え
ら
れ
、
配
給
価
格
は
い
ま
だ
全
体
と
し
て
消
費
者
保
護
的
な
、
も
し
く
は
消
費
刺
激
的
な
低
い
水
準
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
判
断

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一
一一一



国
に
お
い
て
し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
糧
食
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
政
策
当
局
と
し
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
よ

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一
一
四

さ
れ
る
。
こ
の
う
ち
消
費
の
伸
び
が
見
込
ま
れ
る
米
・
小
麦
に
関
し
て
は
、
綿
製
品
と
同
様
(
前
節
注
(

1

)

参
照
)
、
消
費
者
価
格
を

引
き
上
げ
、
消
費
お
よ
び
輸
入
を
抑
制
す
る
と
と
も
に
、
逆
ザ
ヤ
の
縮
小
も
し
く
は
生
産
者
価
格
の
引
き
上
げ
に
よ
り
、
生
産
・
買
付

け
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
ま
た
国
家
財
政
に
お
い
て
。
プ
ー
ル
す
る
こ
と
に
よ
り
、
他
の
農
産
物
価
格
を
引
き
上
げ
、
も

し
く
は
農
業
投
融
資
を
ふ
や
し
、
農
産
物
全
体
の
生
産
・
買
付
け
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
米
・
小
麦
の
低

価
格
供
給
に
は
都
市
低
所
得
層
に
対
す
る
配
慮
と
い
う
側
面
が
あ
り
、
配
給
価
格
の
引
き
上
げ
は
す
ぐ
れ
て
政
治
的
な
問
題
で
あ
る
。

他
方
、
副
食
品
と
り
わ
け
動
物
性
食
品
の
消
費
の
場
合
、
現
行
の
所
得
水
準
の
下
で
供
給
価
格
に
か
な
り
敏
感
に
反
応
す
る
模
様
で

あ
る
。
前
回
の
豚
肉
価
格
の
引
き
上
げ
の
よ
う
に
ド
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
価
格
改
訂
が
行
な
わ
れ
れ
ば
、

ビ
ッ
グ
・
サ
イ
ク
ル
的
な
状
況

に
お
ち
い
る
こ
と
は
避
け
難
い
。
ま
た
高
価
格
の
設
定
と
買
付
け
制
限
の
リ
ン
ク
に
よ
り
、
消
費
を
抑
制
し
、

か
つ
独
占
的
な
利
潤
を

確
保
す
る
方
法
は
、
部
分
的
で
は
あ
れ
自
由
な
市
場
流
通
を
認
め
て
い
る
以
上
、
タ
パ
コ
専
売
と
同
様
の
困
難
に
直
面
す
る
と
思
わ
れ

る
。
逆
に
低
価
格
に
よ
る
供
給
は
、
現
在
の
米
・
小
麦
、

か
つ
て
の
豚
肉
の
よ
う
に
、
強
制
的
な
供
出
制
度
と
配
給
制
度
、
も
し
く
は

逆
ザ
ヤ
補
填
金
の
支
出
を
前
提
と
す
る
。
こ
の
場
合
の
配
給
制
度
に
は
、
並
ん
で
配
分
を
待
つ
と
い
う
意
味
で
の
行
列
制
度
も
当
然
な

が
ら
含
ま
れ
る
。
品
薄
の
副
食
品
の
購
入
に
あ
た
り
商
屈
の
前
に
行
列
が
で
き
、
あ
る
い
ほ
逆
に
コ
ネ
に
よ
る
需
要
独
占
が
行
な
わ
れ

る
こ
と
は
、
中
国
に
お
い
て
日
常
的
に
み
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
供
出
・
配
給
の
方
法
は
農
民
お
よ
び
都
市
高
所
得
層
の
不
満
を
招
き
、

自
由
市
場
の
隆
盛
と
な
っ
て
あ
ら
わ
れ
よ
う
。
粗

悪
ロ
聞
を
も
っ
て
国
営
商
業
に
対
す
る
義
務
的
な
販
売
に
あ
て
、
品
質
の
良
い
も
の
を
自
由
市
場
に
出
す
と
い
う
生
産
者
の
対
応
も
、
中

う
に
国
家
の
強
制
力
を
背
景
と
し
生
産
計
画
を
農
村
に
お
ろ
し
、
供
出
さ
れ
た
農
産
物
を
消
費
者
に
配
給
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
維
持
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五

す
る
の
が
困
難
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

一
方
、
財
政
措
置
を
と
も
な
う
価
格
政
策
に
関
し
て
は
、
国
家
財
政
の
危
機
か
ら
こ
れ
ま
で
以
上
の
支
出
は
望
み
薄
で
あ
る
。
す
な

わ
ち
消
費
者
に
対
す
る
直
接
的
な
副
食
補
助
と
し
て
職
員
・
労
働
者
一
人
あ
た
り
月
壬
充
、

一
九
八

O
年
段
階
の
全
人
民
所
有
制
単
位

の
就
業
者
数
を
約
八

0
0
0
万
人
と
し
て
合
計
四
八
億
元
、
間
接
的
な
補
助
金
と
し
て
糧
食
、
食
用
植
物
油
、
綿
製
品
に
対
す
る
逆
ザ

ヤ
補
填
金
二
一
八
億
元
、
合
計
し
て
一
九
八

O
年
の
国
家
財
政
支
出
の
一
五
%
に
相
当
す
る
一
七
六
億
元
が
支
出
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
財
政
支
出
(
よ
り
正
確
に
は
歳
入
減
を
含
む
)
は
、
①
巨
額
に
の
ぼ
り
国
家
財
政
の
硬
直
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
、
②
副

食
補
助
は
職
員
・
労
働
者
と
い
う
、

い
わ
ば
恵
ま
れ
た
階
層
に
対
す
る
選
択
的
な
補
助
で
あ
る
、

③
名
目
は
副
食
補
助
で
あ
る
が
実
質

は
第
二
基
本
給
で
あ
り
、
副
食
購
入
に
限
っ
て
使
用
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
、
④
逆
ザ
ヤ
補
填
金
の
増
大
は
超
過
買
付
・
協
議
買
付
の

増
加
と
い
う
買
付
制
度
自
体
の
問
題
に
も
よ
る
、

と
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
早
晩
何
ら
か
の
形
で
再
検
討
が
行
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と

思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
農
業
政
策
を
す
す
め
る
上
で
、
生
産
の
側
と
消
費
の
側
、
生
産
者
価
格
と
消
費
者
価
格
を
切
断
す
る
こ
と
に

は
そ
も
そ
も
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
加
え
て
、
昨
今
の
財
政
一
逼
迫
の
状
況
に
鑑
み
、
消
費
者
保
護
的
な
財
政
支
出
を
維
持
・
拡
大
す
る

と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
農
業
財
政
投
融
資
等
の
非
価
格
的
な
政
策
手
段
に
対
す
る
財
政
支
出
が
、
結
果
的
に
窮
屈
に
な
る
こ
と
は
否

め
な
い
。

第
別
表
の
場
合
、
国
家
レ
ベ
ル
の
農
業
固
定
資
本
投
資
が
含
ま
れ
る
「
基
本
建
設
支
出
」

の
内
訳
は
明
確
で
な
い
が
、
国
家
財
政
支

出
に
お
け
る
「
農
村
人
民
公
社
支
援
支
出
お
よ
び
各
種
農
業
事
業
費
一
は
、

イ
ン
フ
レ
要
因
を
考
慮
す
れ
ば
実
質
的
に
減
少
傾
向
に
あ

る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
と
て
も
前
述
の
よ
う
に
、
「
社
会
平
均
的
な
生
産
費
」
を
補
償
す
る
価
格
政
策
の
結
果
と
し
て
不
可
避
な
、
限

界
地
に
立
地
す
る
国
営
農
場
や
人
民
公
社
に
対
す
る
補
助
金
支
出
も
多
く
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
食
料
消
費
に
対
す
る
支
出
弾
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基本建設支出注〉

企業改造および新
製品調発費

流動資金の追加

農村人民公社支援
支出および各種農
業事業費

5. 文教・科学・衛生
事業費

国防費

行政管理費

その他

合計

19834) 

(予算〕

361. 8 

22.5 

77.5 

65. 7 

19824) 

(決算〉

76.5 

円

u

q

u

・

-

Q

U

R

U

 

つ

ゐ

五

U

A
句

22.8 

73.7 

19813) 

(決算〕

80.5 

36.7 i 

82.1 

19802) 

(決算〉

514.9 

72.0 

52.0 

90.1 

19791) 
(決算〕

2. 

3. 

4. 

222.7 

56.ヲ

133.2 ; 

1，273.9 I 

出所:1) Il'人民日報.!l1980年 9月13日.

2) 向上 1981年12月15日.

3) 同上 1982年8月24日.

4) 向上 1982年12月15臼.

注.新規固定資本に対する国家財政支出による投資をさす.

204.0 

178.7 

85.0 

266.8 

1，262.0 

lヲ0.0

178.7 

80.0 

225.3 

1，136.9 I 

171. 4 

168.0 

70.9 

114.9 

1，115.0 

156.3 

193.8 

66.8 

57.5 

1，212.7 

132.1 

••• 〆

む

円

J

ロU

一
一
六

力
性
が
き
わ
め
て
高
い
現
状
を
前
提
と
す
る
な
ら
ば
、
生
産

に
対
す
る
大
幅
な
テ
コ
入
れ
が
必
要
で
あ
ろ
う
が
、
万
が
一

生
産
力
の
順
調
な
発
展
が
望
め
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、

消
費
者
価
格
の
引
き
上
げ
を
含
め
た
何
ら
か
の
消
費
抑
制
措

置
を
、
政
策
当
局
と
し
て
も
と
ら
ざ
る
を
え
な
く
な
る
。

さ
て
こ
う
し
た
状
況
の
下
、
中
国
の
政
策
担
当
者
は
今
後

の
食
料
・
農
業
政
策
を
い
か
に
考
え
て
い
る
の
か
。

第
二
章
で
み
た
よ
う
に
、
農
業
科
学
院
の
二

0
0
0年
見

通
し
は
、
栄
養
摂
取
量
を
踏
ま
え
て
い
る
点

ま
た
現
実
的

な
需
給
目
標
が
示
さ
れ
て
い
る
点
、
現
在
の
中
国
で
も
っ
と

も
水
準
の
高
い
中
長
期
計
画
と
い
え
る
が
、
消
費
サ
イ
ド
の

経
済
問
題
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。

一
方
食
料
需

給
の
基
本
で
あ
る
糧
食
の
生
産
に
つ
い
て
は
、
各
種
増
産
措

置
に
よ
る
増
産
の
内
訳
と
し
て
第
辺
表
の
成
果
が
見
込
ま
れ
、

」
れ
に
栽
培
技
術
の
改
良
、
経
営
管
理
の
改
善
な
ど
が
加
わ

り

ニ
0
0
0年
の
供
給
目
標
玉
億
二
九
五
五
万
ト
ン
は
技

術
的
に
十
分
可
能
で
あ
る
と
す
る
。

し
か
し
そ
の
裏
づ
け
と



農業科学院の 2C∞年見通しにみられる糧食増産措置

!増見
L互!Jl
1，875 I 1949-79年の問，年平均 l∞万haあまり拡大，今
後年6C万haとして 2∞0年までに 1，260万ha拡大.

3，300万haあまりの低産田中，毎年 40万ha改良す

れば2000年までに 840万ha， うち 660万haに糧食

を栽培する.

毎年73万ha緑肥面積を拡大し， 2∞0年までに新た

にし 130万hι緑肥を作付け， うち810万haに糧食を

作付けし， 520万 t増産.化学肥料施用量を 20∞

年までに 8，∞0万 t増やし半分を糧食に用い l単

位あたり 2.5単位増産として 10，000万 t増産.

20∞年までに 2回糧食品種の更新を行な¥"，固

につき10%増産.

1，660 I病虫草害で毎年20%の糧食を損失，

lント減らす.

出所:Wu Daxin ["前掲論文J.

第 22表

拠根

1，250 

10，52コ

1.濯淑面積の拡大

2. 低産田の改造

3. 有機肥料・化学
肥料の増投

これを 5ポイ

4，620 4.優良品種化

5.病虫草害防除

な
る
価
格
的
政
策
手
段
、
非
価
格
的
政
策
手
段
に
つ
い
て
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。

一
方
、
こ
れ
と
前
後
し
て
農
林
行
政
を
総
括
す
る
官
庁
で
あ
る

国
家
農
業
委
員
会
(
当
時
)
の
ブ
レ
ー
ン
に
よ
り
、
「
わ
が
国
の

農
業
発
展
戦
略
問
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
え
方
」
と
題
す
る
重

要
論
文
が
出
さ
れ
て
い
(
列
。
そ
の
後
の
農
政
の
基
本
方
向
を
示
し

た
と
思
わ
れ
る
こ
の
論
文
で
は
、
「
農
業
の
生
産
構
造
を
調
整
し

適
地
適
作
を
行
な
う
場
合
で
も
、
糧
食
の
不
足
と
い
う
制
約
を
受

け
ざ
る
を
え
な
い
し
、
価
格
と
い
う
テ
コ
を
用
い
て
生
産
と
需
要

の
矛
盾
を
調
整
す
る
と
い
っ
て
も
、
国
家
財
政
の
制
約
を
受
け
る

こ
と
に
な
る
」
と
し
、

い
わ
ゆ
る
「
集
団
労
働
蓄
積
」
の
考
え
方

を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

そ
し
て
今
後
の
農

業
発
展
戦
略
と
し
て
、
①
生
産
責
任
制
に
よ
り
、
集
団
的
統
一
経

営
の
優
位
性
と
個
別
生
産
の
積
極
性
を
両
立
さ
せ
る
、
②
資
源
の

調
査
と
国
土
総
ム
ロ
開
発
計
画
の
策
定
を
前
提
に
、
「
今
後
二

O
年、

国
家
の
限
ら
れ
た
財
力
・
物
力
を
こ
こ
(
東
北
平
原
、
華
北
平
原

お
よ
び
長
江
中
流
平
原
|
引
用
者
)

に
重
点
投
資
す
る
」

七



中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一
一
八

③
糧
食
生
産
の
安
定
的
増
加
と
同
時
に
農
村
経
済
の
多
角
化
、
商
品
化
、
専
門
化
を
は
か
る
べ
く
、
流
通
輸
送
網
の
整
備
を
は
か
る
、

④
国
力
に
応
じ
農
業
科
学
研
究
・
教
育
に
対
す
る
投
資
の
比
重
を
高
め
る
、
と
の
四
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

さ
て

こ
こ
で
強
調
さ
れ
て
い
る
「
集
団
労
働
蓄
積
」
と
は
、
人
民
公
社
・
生
産
隊
に
お
い
て
大
衆
動
員
に
よ
り
水
利
建
設
、
園
場

整
備
等
の
資
本
形
成
を
行
な
う
こ
と
を
指
し
、
短
期
的
に
は
無
償
の
労
働
力
動
員
と
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
ば
れ
る
。

従
来
の
毛
沢
東
流
の
農
業
開
発
戦
略
の
エ
ッ
セ
ン
ス
で
も
あ
が
が

い
わ
ば

こ
う
し
た
方
向
は
、

八
二
年
九
月
に
聞
か
れ
た
中
国
共
産
党
第
一
一
一
回
党
大
会
に
お
け
る
胡
耀
邦
総
書
記
の
演
説
に
よ
っ
て
党
の
方

針
と
し
て
確
認
さ
れ
て
い
る
。

し
か
も
同
演
説
で
は
、
「
わ
が
国
は
労
働
力
資
源
が
大
変
豊
富
で
あ
り
、
労
働
蓄
積
を
十
分
重
視
し
、

こ
れ
を
拡
大
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
あ
と
、
価
格
政
策
に
関
連
し
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。

「
い
か
な
る
場
合
で
あ
ろ
う
と
、
生
産
の
発
展
に
努
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
都
市
と
農
村
に
お
け
る
人
民
の
生
活
水
準
は
改

昔
事
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
国
家
に
と
っ
て
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
建
設
資
金
を
削
減
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
れ
が
行
な
わ
れ
で
は
な
ら

な
い
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
農
民
の
収
入
の
増
加
を
は
か
る
上
で
、
農
産
物
価
格
の
引
き
上
げ
に
主
と
し
て
依
拠
す
る
と
い
っ
た

こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
り
、

ま
た
納
税
・
供
出
の
基
数
を
引
き
下
げ
、
協
議
価
格
の
範
囲
を
拡
大
す
る
こ
と
も
、
も
は
や
不

可
能
で
あ
る
。
」

後
述
の
よ
う
に
毛
沢
東
流
の
開
発
戦
略
を
政
治
的
に
否
定
し
た
か
に
思
わ
れ
た
現
政
権
が
、

こ
う
し
た
考
え
方
を
打
ち
出
す
と
は
意

外
で
あ
る
が
、
「
集
団
労
働
蓄
積
」
の
考
え
方
も
し
く
は
集
団
的
枠
組
み
重
視
の
考
え
方
が
改
め
て
確
認
さ
れ
、
価
格
的
政
策
手
段
に

対
す
る
消
極
的
な
見
方
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
済
状
況
、
資
源
賦
存
状
況
の
制
約
か
ら
、
農
業
開
発
戦
略
の
選
択
の
余

地
が
や
は
り
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。



以
上
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
現
在
の
中
国
の
農
政
当
局
が
考
え
て
い
る
農
業
政
策
は
、
消
費
十
イ
ド
か
ら
の
議
論
が
少
な
く
、

カミ

ま
た
、

(

5

)

 

こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た
第
六
次
五
カ
年
計
画
に
し
て
も
、
消
費
の
問
題
に
関
し
て
は
、
「
:
:
:
糧
食
、
食

用
油
、
砂
糖
、
肉
類
等
の
基
本
的
消
費
物
資
は
い
ず
れ
も
徐
々
に
増
加
し
」
、
「
:
:
:
一
九
八
五
年
に
は
各
種
食
品
か
ら
摂
取
す
る
国
民

一
人
一
日
当
た
り
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
二
七
五

0
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
に
達
す
る
」
と
い
っ
た
、
そ
れ
自
体
問
題
の
多
い
数
字
を
掲
げ
る
に
と

ど
ま
り
(
前
出
第
4
表
参
照
)
、
食
料
構
成
、
価
格
体
系
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
-
方
、

農
業
生
産
に
関
し
て
も
、

教
育
・

科
学
等
に
対
す
る
財
政
支
出
の
比
率
に
つ
い
て
は
ふ
や
す
方
針
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
「
農
業
+
又
援
の
た
め
の
支
出
は
三
八
七
億
元
、

お
お
む
ね
第
五
次
五
カ
年
計
画
期
の
水
準
を
維
持
し
」
、
農
業

一
年
あ
た
り
七
七
億
元
で
、
財
政
支
出
の
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
、

金
融
に
つ
い
て
は
「
貸
付
資
金
を
一
一
一
億
元
ふ
や
す
」
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
「
農
業
・
副
業
産
品
の
徴

税
・
供
出
基
数
ま
た
は
契
約
買
付
基
数
を
規
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
超
過
買
付
け
に
お
け
る
割
り
漕
し
、
協
議
買
付
価
格
、
お
よ
び
奨

励
方
法
を
整
頓
す
る
。
同
時
に
国
家
補
助
が
多
す
ぎ
る
一
部
化
学
肥
料
の
販
売
価
格
を
引
き

L
問
、
国
家
に
よ
る
財
政
負
担
の
一
部
を

軽
減
す
る
」
と
明
言
す
る
な
ど
、
農
業
に
対
し
必
ず
し
も
積
極
的
な
姿
勢
を
打
ち
出
し
て
い
な
い
。
超
過
買
付
け
等
の
整
頓
は
買
付
価

格
の
実
質
的
引
き
下
げ
で
あ
り
、
化
学
肥
料
価
格
の
引
き
上
げ
が
加
わ
り
、
農
業
の
交
易
条
件
は
-
転
し
て
悪
化
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

つ
貧
弱
で
、
著
し
く
生
産
の
側
に
偏
し
て
い
る
と
い
え
る
。
し
か
も
生
産
政
策
に
お
い
て
も
、
価
格
的
政
策
手
段
に
つ
い
て
は
消
極
的
、

非
価
格
的
政
策
手
段
に
関
し
て
も
限
ら
れ
た
資
金
を
選
択
的
・
重
点
的
に
配
分
す
る
と
い
っ
た
程
度
に
と
ど
ま
る
。
む
し
ろ
集
団
的
枠

組
み
(
規
模
の
経
済
)
の
維
持
、
集
団
労
働
蓄
積
の
重
視
等
、
制
度
・
組
織
函
で
の
締
め
つ
け
に
上
る
安
あ
が
り
の
農
政
を
目
指
し
て

い
る
と
い
え
よ
う
。

こ
の
う
ち
価
格
政
策
に
関
し
て
は
、

七
九
年
の
農
産
物
買
付
価
格
引
き
上
げ
を
契
機
に
農
家
経
辞
余
剰
が
増
大
し
て
お
り
(
第
幻
表

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一
一
九



270.11 

220.23 

4ヲ.88

農家経済の状況

Iヲ78

第23表

l人当たり農家所得

l人当たり生活消費支出

l人当たり農家経済余剰2)

出所:国家統計局編『中国統計摘要1983~ (中国統計出版社， 1983年).

注. 1) 1982年以降，飯米評価の方式が変わったため農家所得・生活消費支出の

取り方に統計上の断層がみられる(二の注(6)参照).

2) 1人当たり農家所得から同生活消費支出を差し引いて求めた.農家経済

調査の個票によれば，この項は「生産用固定資産の購入にかんする支出J，
「その他の非貸借性の支出」よりなる.

一
二

O

参
照
)
、

当
面
そ
の
効
果
が
期
待
で
き
る
と
い
う
側
面
は
あ
る
。

し
か
し
第
六
次
五
カ
年

計
画
で
示
さ
れ
た
よ
う
に
、
超
過
買
付
等
の
整
頓
、
逆
ザ
ヤ
補
填
の
圧
縮
等
か
ら
農
産
物

交
易
条
件
の
悪
化
が
予
想
さ
れ
、

し
か
も
こ
れ
ま
で
持
続
的
に
農
産
物
買
付
価
格
の
引
き

上
げ
が
行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
価
格
政
策
の
実
質
的
な
後
退
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
ま
た
農
家
経
済
余
剰
が
増
大
す
る
一
方
で
、
生
産
責
任
制
の
導
入
に
と
も
な

ぃ
、
集
団
レ
ベ
ル
に
お
け
る
蓄
積
、
す
な
わ
ち
投
資
が
減
少
し
て
い
る
(
第
M
表
参
照
)
。

集
団
労
働
蓄
積
を
含
め
た
農
業
投
資
に
関
し
て
は
、
「
解
放
以
来
、
水
利
建
設
に
投
ぜ

ら
れ
た
国
家
投
資
は
四

O
O億
元
に
す
ぎ
ず
、
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
の
費
用
は
農
民
の
労
働

蓄
積
に
依
存
し
た
」
と
い
う
現
実
が
あ
る
。
現
在
の
政
権
は
こ
れ
ま
で
、
毛
沢
東
時
代
の

大
衆
動
員
に
よ
る
基
盤
整
備
事
業
を
「
一
平
二
調
」
(
一
に
平
均
主
義
、
二
に
無
償
調
達
)

と
し
て
批
判
し
、

そ
の
象
徴
で
あ
る
「
大
棄
に
学
ぶ
」
運
動
を
極
左
路
線
と
し
て
否
定
し

て
き
た
経
緯
が
あ
る
。
こ
の
期
に
及
ん
で
の
労
働
蓄
積
云
々
は
、
何
と
も
歯
ぎ
れ
の
悪
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
加
え
て
生
産
責
任
制
の
導
入
に
よ
り
経
営
の
個
別
化
が
進
み
、
経

(
8
)
 

営
体
と
し
て
の
生
産
隊
が
空
洞
化
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
人
民
公
社
の
政
社
分
設
(
行

政
機
構
と
経
済
組
織
の
分
離
)
に
よ
り
、
短
期
的
に
は
無
償
労
働
で
行
な
わ
れ
る
「
労
働

蓄
積
」
や
、
こ
れ
ま
で
み
ら
れ
た
人
民
公
社
工
業
か
ら
の
資
金
の
汲
み
出
し
と
い
っ
た
こ

と
が
、
従
来
通
り
実
現
で
き
る
か
ど
う
か
、
疑
問
が
残
る
。



人民公社基本採算単位における納税・集団留保の状況
〈単位:億元〉

集 団 留 保

年 次 納 税 その う ち
d口L 言十

公積金口|公益金')

1972 68.21 46.10 12.62 

73 37.01 83.19 56.42 14.23 

74 37.48 91. 83 64.21 15.31 

75 37.12 I 101. 08 69.18 16.30 

76 36.73 95.10 64.44 15.87 

77 37.10 90.86 63.24 15.81 

78 37.12 103.00 74.84 18.12 

79 39.84 118.41 87.11 21. 66 

80 38.42 105.15 55.75 19.51 

81 3ヲ.81 89.12 48.40 18.55 

第 24表

出所:前掲『中国統計年鑑lヲ83.ll， 209ページ.
注. 1) 集団的な投資活動に充当される基金.

2) 社会福祉活動に充当される基金.

耕
地
の
外
延
的
拡
大
が
難
し
い
中
国
に
お
い
て
、
農
業
生
産

力
の
発
展
の
た
め
に
は
高
収
量
品
種
の
導
入
、
近
代
的
投
入
財

の
増
投
、
水
利
施
設
等
の
基
盤
整
備
の
進
展
が
必
要
な
こ
と
は

い
う
ま
で
も
な
い
が
、
農
業
に
お
け
る
交
易
条
件
の
改
善
が
望

め
ず
、

か
っ
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
基
盤
整
備
が
す
す
ま
な
い
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば

ゆ
ゆ
し
き
事
態
で
あ
ろ
う
。
ま
た
中
長

期
展
望
の
そ
も
そ
も
の
基
本
で
あ
る
人
口
抑
制
の
問
題
に
し
て

も
、
農
業
経
営
の
個
別
化
に
と
も
な
い
こ

0
0
0年
目
標
の

二
億
人
と
い
う
数
字
の
達
成
に
つ
い
て
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
中
長
期
の
農
業
発
展
を
考
え
る
場
合
、
消
費
の

側
面
が
無
視
も
し
く
は
切
り
離
さ
れ
が
ち
な
点
、
問
題
で
あ
る
。

圏
内
生
産
の
枠
、

あ
る
い
は
輸
出
入
を
含
め
た
圏
内
消
費
仕
向

け
の
枠
を
前
提
に

そ
の
範
囲
で
消
費
を
や
り
く
り
す
る
と
い

ぅ
、
い
わ
ば
消
費
を
生
産
に
従
属
さ
せ
て
考
え
る
発
想
か
ら
、

(
9〉

基
本
的
に
脱
却
し
て
な
い
と
も
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
の
検
討
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
逆
ザ
ヤ
縮
小
、

価
格
的
・
非
価
格
的
政
策
手
段
に
対
す
る
財
政
支
出
の
確
保
、



そ
れ
に
消
費
抑
制
の
面
で
食
料
と
り
わ
け
糧
食
消
費
者
価
格
の
改
訂
は
早
晩
行
な
わ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

の
み
な
ら
ず
所

中
国
の
食
料
需
給
と
流
通
・
価
格
政
策

一一一一一

得
政
策
、
消
費
・
貯
蓄
政
策
の
面
で
消
費
を
総
合
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

そ
の
場
合
、
農
業
政
策

の
み
な
ら
ず
経
済
政
策
全
体
の
整
合
性
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

注
(

l

)

配
給
に
よ
る
割
り
当
て
は
権
力
的
な
消
費
の
抑
制
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
中
国
の
研
究
者
の
問
で
み
ら
れ
る
(
主
美
滋
「
関
於
消
費
経
済
学

的
幾
個
理
論
問
題
」
〔
『
経
済
研
究
』
一
九
八

O
年
第
三
期
〕
な
ど
〉
。

(

2

)

翁
永
犠
ほ
か
「
対
我
園
長
業
発
展
戦
略
問
題
的
若
干
君
法
」
(
『
経
済
研
究
』
一
九
八
一
年
第
一
一
期
)
。

(

3

)

一
ニ
の
付
の
注
(

7

)

参
照
。

(

4

)

胡
耀
邦
「
全
面
開
創
社
会
主
義
現
代
化
建
設
的
新
局
面
」
(
『
人
民
日
報
』
一
九
八
二
年
九
月
八
日
)
。

(

5

)

前
掲
『
中
華
人
民
共
和
国
国
民
経
済
和
社
会
発
展
第
六
個
五
年
計
画
一
九
八
一
|
一
九
八
五
』
、
二
三
ペ
ー
ジ
。

(

6

)

こ
れ
ま
で
の
化
学
肥
料
価
格
に
し
て
も
国
際
価
格
(
輸
入
価
格
)
に
比
べ
て
劃
高
で
あ
り
、
農
民
の
実
感
と
し
て
も
農
産
物
価
格
と
比
較
し

て
高
い
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
(
張
留
征
「
我
国
農
民
収
入
和
消
費
的
簡
況
」
〔
『
農
業
経
済
叢
刊
』
一
九
八
一
年
第
四
期
〕
)
。

(

7

)

杜
潤
生
「
農
業
現
代
化
興
郷
村
綜
合
発
展
」
(
『
紅
旗
』
一
九
八

O
年
第
四
期
)
。

(

B

)

田
島
稿
「
生
産
責
任
制
下
で
の
地
域
農
業
づ
く
り
」
(
近
藤
康
男
、
阪
本
楠
彦
編
『
社
会
主
義
下
躍
る
家
族
経
営
』
、
農
山
漁
村
文
化
協
会
、

一
九
八
三
年
)
参
照
。

(

9

)

第
六
次
五
カ
年
計
画
は
、
よ
り
正
確
に
は
「
国
民
経
済
お
よ
び
社
会
発
展
第
六
次
五
カ
年
計
画
」
と
称
す
る
。
生
産
の
み
な
ら
ず
国
民
生
活
、

と
り
わ
け
消
費
サ
イ
ド
の
問
題
を
考
慮
に
入
れ
て
い
る
点
、
こ
れ
ま
で
の
五
カ
年
計
画
に
は
み
ら
れ
ぬ
大
き
な
特
徴
を
有
す
る
。
し
か
し
こ
れ

ま
で
述
べ
た
土
う
に
、
個
々
の
目
標
数
字
の
妥
当
性
、
消
費
の
具
体
的
中
身
と
な
る
と
、
未
だ
し
の
感
は
否
め
な
い
。

な
お
、
一
九
八
三
年
夏
に
中
国
農
牧
漁
業
部
(
わ
が
国
の
農
林
水
産
省
に
相
当
)
に
お
い
て
政
策
責
任
者
(
政
策
研
究
室
副
主
任
)
と
筆
者

が
懇
談
し
た
と
こ
ろ
、
中
国
側
の
問
題
意
識
に
消
費
の
問
題
が
欠
落
し
て
お
り
、
し
か
も
そ
れ
が
農
政
の
管
轄
外
の
事
柄
ゆ
え
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
た
G

ま
た
同
時
期
に
国
務
院
技
術
経
済
研
究
中
心
の
研
究
者
に
聴
取
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
弾
性
値
の
計
測
に
よ
る
需
要
予
測
は
い
ま
だ

行

な

わ

れ

て

い

な

い

と

の

こ

と

で

あ

る

。

(

研

究

員

)
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